
論

説

ド
イ

ッ
簿
記
理
論
に
お
け
る
実
在
論
的
視
座

ー

ス
ガ

ン

ツ

ィ
ー

二
理
論

に
み

る

「複

式
簿

記

」
観

-ー
i

奥

山

茂

目

次

序一

問
題

の
所
在

二

「受
入

(引
渡
)
給
付
」
対

「反
対
給
付
」

三

「貨
幣
」

・

「商
品
」
概
念
の
援
用

四

勘
定
系
列

・
記
人
規
則

の
.
一種

五

実
在
論
的

「複
式
簿
記
」
観
ー
1
結
び
に
代
え
て
f

序

嘗

て
、
士
口
田
ゼ

,
、
ナ
ー

ル

の
大

学

院

研
究

会

に
お
け

る
私

の
報
告

苧

後

の
歓

談

の
中

で
、
「
ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

の
簿

記

理
論

を
採

り
上

げ

て
み

て
は
ど

.つ
か
」

と

の
上
q
田
先

生

の
問

い
掛

け

に
具

体

的

に
ど

の
よ
う

な
返

答

を
し

た

の
か

は
亡
心
れ

て
し

ま

っ
奈

・

こ
れ
を
採

り

上

げ

る

Ψ」
と

に

は
消
極

的

な
反

応

を
示

し

た

}」
と

が
あ

っ
た
。
と

は

い
え
、
そ
れ

以
来
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

理
論

の
存
在

が

気

に
か

か

り
・
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い

つ
し
か

こ
れ

に
沈

潜

し

て
み
た

い
と

の
思

い
が
強

く
な

っ
て
い
た
。

こ

の
追
榎

勺
へ
の
寄

稿

に
よ
り
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

理
論

に
み

、り

れ
る

覆

式
簿
起

観
を

こ
こ
に
明
ら
か
に
す

る
}と

を
以

て
、
丁
竿

年
前

の
先
生

の
問

い
掛
け

へ
の
答
え
と
し
た

い
.
果
た
し
て
、

先
生

の
批
判

に
よ
く
堪
え
る

こ
と
を
得

る
か
。

一

問

題

の
所

在

会

計
学

に
お

い

て
・
「
会

計

の
目
的

を
更

に
上

位

の
経
薪

か

り
規
定

し
、
貸

借

対
昭
裟

.
損

益
計

算
翌
目、
資

産

.
負

債

.(諏
益

.
窟

等

の
本

質

規
定

へ
と
・

」
位

目

的

か

ら
出
発

し
目

的

・
手

段

の
関
係

を
纏

的

に
辿

.
て
最
終

的

賛

体
的

手
段

に
到
達

す

る
L
方

法

と

贅

産

.
負
債

等

の
奢

の
検

討

か

ら
始

ま

り
く
ム
計

の
目
的

の
解
明

へ
と
、
手
段

か

、b
出

発

し
目

的

.
手
段

の
関

係

を
逆

に
辿

.
て
、
あ

る

い
は
そ

の
関
係

を

遡

っ
て
上

倍

的

に
到
達

し

よ

・つ
を

μ

塞

と

の
二

つ
の
研
究

方
法

の
存

在

し

て

い
る

▼し
と

に
異

霊

て
る
余
地

は
あ

る
ま

い
・

士
吊

教

授

に

よ
れ
ば
斯

か

る

「
芳

法

を

}と

に
要

約

す

る
な

り
ば
、
次

の
如

く
な

る
。

即

ち
、

第

一
の
方
法

に
あ

っ
て

は
・
手

段

(資

産

責

債

の
本

質

)
を
上

倍

的

(企
業
会
計

の
日
的
、
更

に
は
そ
の
上
位
禺

)
か

.b
轟

す

る
。

}し
れ

に
対

し

て
第

.
あ

方

法

に
あ

っ
て
は
・
」

位

目
的

(企
業
会
計

の
目
的
、
更
に
は
そ
の
上
倍

的
)
を

、
手

段

(資

産

.
負

債

の
本

質
)

か

り
逆

に
遡

.
て
解
明

す

(疑
・
L
そ

し

三

か

く

の
如

く

要
約

す

る
な
ら

ば
、

こ

こ
か

ら
、

こ
れ

・り
.
芳

法

の
持

つ
課
題

が
、
更

に
}」
れ
,り
の
互

い
に
全

く

異
な

る

}」

と
が
明
ら
か
と
な
る
・
即
ち
・
第

一
の
方
法
は
具
体
的
手
段
を
轟

す

る
処

に
、
第

.
誇

法
は
上
位
禺

を
解
明
す
る
処

に
、
そ
れ
ぞ

　
　
　

れ
課
題

の
あ

る

こ
と

が
明

ら

か
と

な

る
。
」

こ
こ
で
注
意
す

べ
き
は
・
右

の
二
方
法

に
係

る
畠

教
授

の
次

の
指
摘

で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
笙

の
方
法

に
あ

.
て
は

「
企
業
会
計

の
或
る
特
定

の
目
的
更

に
は
そ
の
上
倍

的

の
実
現

の
為

の
手
段

の
考
察

提
唱
が
、
端
的

に
は
企
萎

計

の
現
実
指
導

.
改
革
が
課
題

と
な

っ
て
境

」
こ
と
・
ま
た
第

二
の
方
法

に
あ

っ
て
は
、
現

実

の
企
業
会
計
即
ち

}し
れ
を
構
成
し

て
い
負

体
的
な
諸
計
算
法

.
諸
基
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準

の
総

て
を
必
要

.
充
分
な
姦

た
、b
し
め

て
い
る
目
的
即
ち
現
実

の
企
業
会
計
隻

配

し
て
い
る
目
的

の
解
明
、
端
的

に
は
企
萎

計

の
現
実
譜

を
課
題
と
し

て
い
る
L

}」
と

で
あ

る
。
吉
田
教
授

に
よ
れ
ば
、
前
者

は

現

実

が
ど

う

で
あ
れ
ー

望
ま
し
い
も

の
で
あ
れ

何

で
孟

ー

『
在

る
べ
き
も

の
』

を
問
題

巳
L
、
後
者

は

要

し
い
も

の
で
あ
れ
何

で
あ
れ
・
『
現
実

の
在
る
が
儘

の
も
の
」
を
問

題

に
す

る
。
」

}」
れ

、b
.
万

法

の
.つ
ち

何

れ

に
与
す

べ
き
か

に

つ
い

て
は
、
贅

染
婁

要

し
な

い

で
あ

へ
犯
。

た
義

々
が

こ
こ

で
留
意

す

べ
き

は
次

の

}」
と

に
尺
、き

る
。
す

な
わ

ち
、
「会

計

学

に
於

い

て
そ

の
理

論
的

探

究

に
専

A芯
せ

ん
と
す

る
者

に

は
・

天

の
例

外

も
な

く
・

こ
れ

ら

の
事

実

(会
計
学
徒
に
あ

。
て
は
決
算
表
と
の
各
数
値
)
の
前

で
は
、
敬
肇

ま

で
の
謙
虚
さ
が
要
求

さ
恥

」
・
こ
の
}芝

で
あ
る
・
こ
の
故

に
・

演

嚢

去

数
値
、
更

に
は
そ
の
数
値

の
計
算
法

の
観
察

分
析

が
出
発
占
{
で
麟

L
前
述

の
第
二

の
研
究
方
法

に
お

て
い
は
・
「
こ
の

観
察

.
分
析

に
当

た

.
て
は
、
蕩

略
種
数
値
及
び
織

の
計
算
法

に

つ
い
て
、

こ
れ
を
欠
陥
多

き
も

の
と
し

て
で
は
弩

全
き
も

の

と
し

て
見
る
謙
虚
な
態
度

が
求
め
ら
れ
」

ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
あ
る
。

以
上

の
如
き
方
法
論
上

の
墓

な
指
摘
を
手

に
、
簿
記
学

に
専
心
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
「
も
し
・
褒

籍

は
不
完
全

で
あ
り
三

式
簿
記

へ
拡
張
す
る
}」
と
が

で
き
る
と

い
・つ
}し
と
を
韮

す
る
と
し
た
ら
、

ど
う

い
う

こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
.施

L
と

い
.つ
が
如
き
問
題
意
識

は
、
撃

」
}」
で
は
無
縁

の
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
筈

で
あ

る
-
ー

尤
も
、
前
述

の
篁

の
方
法
を
採

る
場
合

に
は
当
然
斯
か
る
観
点

に
痴

せ
ざ

る
を
得
な

い
で
あ
ろ
う
が

ー

-。

こ
こ
袋

め
ら
れ

る
べ
き
観
点
と
は
・

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

の
謹

よ
れ
ば
、
「
嘆

簿
記

の
)
体
系

は
、
極
め

て
号

々

り
完
成
さ
れ
た
姿

で
誕
生
し
た
.

あ
と
か
ら
付

け
足

さ
れ
た
も

の
は
・
奢

的

な

も

の

で
は
な
い
。
」
と
す

る

覆

式
簿
記
L
観

に
他
な

り
ぬ
。
更

に
彼

は
、
覆

式
簿
記

の
)
体
系
内

の
す

べ
て
の
も

の
が
・
そ

の
目
的
護

に
役
立

.
て
い
る
に
違

い
な

い
L
と
観

て
お
り
、
複
式
簿
記

の
体
系
が
特
定

の
目
的

に
対
す

る

;

の
手
段

で
あ
る
と

臥
施
・
と
す
れ
ば
・

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
の
観

点

は
、
正

に
我

々
簿

記
学

徒

の
依

っ
て
薯

べ
き
も

の

で
あ

る
と

い

っ
て
も
導

・
で
は
あ

る
ま

い
・
畠

教

授

の
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助
言
、
正
鵠
を
射

て
い
た
所
以
か
。

そ
の
ス
ガ

ン
ツ
ィ
よ

に
よ
れ
ば
、
複
式
簿
記
が
単

に
客
観
的
製

の
み

に
よ

っ
て
明
・り
か
と
な
る
よ
.つ
な
錫

で
あ
る
な
.b
ば
、
何

も
理
論
を
必
要
と
し
腿

・

つ
ま
り
、
殊
更

に
我

々
は
、
複
式
簿
記

に

つ
い
て
の

「
理
論
的
説
明
を
必
要
と
し
な

い
」

の
で
あ
る
。
し
か

し
・

ス
ガ

ン
ツ
ィ
上

も
述

べ
て
い
る
如
く
・
実
際

に
は

覆

式
籠

の
)
体
系

の
中

に
は

一
見
し
た
だ

け
で
は
根
本
的

に
は
把
握
し
得

ぬ
・
そ
れ
故

に
理
論
的

に
解
明
を
必
要
と
す

る
も

の
が
あ
る
と
思
わ
襲

L
と
す
れ
ば
、

こ
こ
に
複
式
簿

記
そ
れ
自
体

に
関
す
る
理
論

の

必
要
性
が
見
出

さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。

と
こ
ろ
が
、
彼

は
既
存

の
簿
記
理
論
を
吟
味

し
た
結
果
と
し

て

「
従
来

の
簿
記
理
論

は
何
れ
も
、

科
学
的
説
明

に
課
さ
れ
た
任
務
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
幾

四

と

の
結
論

に
到
達
し
た
に
過
ぎ
な
か

.
た
.
か
く

て
、
従
来

の
簿
記
理

論

へ
の
批
判
t

既
存

の
簿
記
理
論

に
お

い
て
彼
が
見
出
し
た
難
点

の
巖

1

に
よ

.
て
動
機
づ
け
・り
れ
た

ス
ガ

ン
ツ
ィ
ー

二
の
簿
記

理
論

が
誕
生

す

る

こ
と

と

な

っ
た

の
で
あ

る
。

こ
の

ス
ガ

ン
ツ

ィ
上

簿

記
理
論

は
・
自

り
付

し

た
他

に
例

を

み
な

い
実

在

論
的

(塁

一ω二
ω・
ゴ
)
な

る
付
加

語

に
よ

っ
て
、
勘
定

学

説

史
上

ひ
と
き
わ
異
彩
を
放

つ
が
如
き
も

の
で
麓

.

こ
の
こ
と
も
ま
た
、
充
分

に
我

々
の
興
味
を
惹
く
理
由

の

;

た
り
得

る
。

と
す
れ

ば
・

こ

こ

で
の
問

題

は
次

の

こ
と

で
な

け
れ
ば

な

ら

ぬ
。

す

な

わ

ち
、

旧
来

の
簿

記

理
論

へ
の
批
判

と
し

て
生

ま
れ

た

ス
ガ

ン
ツ

ィ
上

簿

記
理

論

に
お

い

て
・
覆

式

簿
記

と

は
何

で
あ

る

の
か

に

つ
い

て
、
何
処

ま

で
が
明

り
か

に
さ
れ

て
お
り

(理
論
的
成
果
は
何

で
あ
り
)
、
ど

の
点

に

つ
い

て
説

明

が
不
充

分

な

の
か

(理
論
的
難
点
は
何
で
あ
る
の
鉾

を

明
ら

か

に
す

る

}」
と

で
あ

る
.
士
口
田
教

授

に
よ

れ
ば

、
「
}し
の

問
題

は
・
個

々

の
理
論

・
学

説

を
検
討

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

明

ら

か
と

な

る
も

の

で
あ

る
。

甲」
}」
に

}」
そ
、

簿

記
学
説

の
研
究

.
所

謂

　
ぬ
　

勘
定
学
説
研
究

の
簿
記
論
上

の
意
味

が
あ
る
。
」

か
く

し

て
・

我

々
は

ス
ガ

ン

ツ
ィ
上

簿

記
理
論

が
複
式

簿

記

に

つ
い

て
ど

こ
ま

で
を
明

り
か

に
し

て
い
る

の
か
を

}」
ワ」
に
検
討

す

べ

き
こ
と
と
な
る
。
彼

の
い
う
実
在
論
的

「
複
式
簿
記
」
観

の
下

で
は
複
式
簿
記
記
録

の
意
味

は
如
何

に
説
明
さ
れ
得
る
の
か
。
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《注
》

(1
)

吉
田
威
、
評
価
論
の
本
質

(商
経
論
叢

〔神
奈
川
大
学
〕
第

一
二
巻
第
四
号

吉
田
威
、
経
営
経
済
的
会
計
の
基
礎
理
論
、
白
桃
書
房

一
九
九

一
年
、
二
二
頁
。

　 ノへ 　 ノへ 　 　
765432

')))
)))

吉
田
威
、
評
価
論
の
本
質

(前
掲
誌
所
収
)
、

吉
田
威
、
評
価
論

の
本
質

(前
掲
誌
所
収
)
、

吉
田
威
、
評
価
論

の
本
質

(前
掲
誌
所
収
)
、

吉
田
威
、
評
価
論
の
本
質

(前
掲
誌
所
収
)
、

吉
田
威
、
評
価
論

の
本
質

(前
掲
誌
所
収
)、

(8
)

占
田
威
、
評
価
論

の
本
質

(前
掲
誌
所
収
)
、

一
九
七
七

年

一
-

一
〇

二
頁
所
収

)
、
九
ー

一
〇
頁
、

お
よ
び

一
〇
頁

、

お
よ
び
吉
田
威
、
経
営

経
済
的
会
計

の
基
礎

理
論

(前
掲

)
、

一
一二
頁
。

一
〇
ー

=

頁
、

お
よ
び
吉

田
威

、
経
営
経
済
的
会

計

の
基
礎

理
論

(前
掲

)
、

二
三
頁
。

二

頁

、

お
よ
び
吉

田
威

、
経

営
経

済
的
会
計

の
基
礎

理
論

(
前
掲
)
、

二
三
頁
。

=

頁
、

お

よ
び
吉

田
威
、
経
営

経
済
的

会
計

の
基
礎

理
論

(前
掲

)
、

二
三
ー
二

四
頁
。

一
一
ー

一
二
頁
、
お

よ
び
吉
田
威

、
経
営
経

済
的

会
計

の
基

礎
理
論

(前
掲

)
、

二

四
頁
。

一
二
頁
、

お
よ
び
吉
田
威

、
経
営
経
済
的

会
計

の
基

礎
理
論

(前
掲

)
、

二
五
頁
。

(
9
ご

」
}」
で
は
、
倉
地
教
授

に
倣

い
、
第

の
方

法

に
よ
る
も

の
を

摺

導
論
L
、
箏

の
方
法

に
よ
る
も

の
を

「
説
明
理
論
」

と
呼
ぶ

(倉
地
幹

三
・

会
計
学
に
お
け
る
挑
戦

の
あ
り
方
、

(企
業
会
計
、
第
二
五
巻

充

七
三
年
、
七
九
三
-
八
〇
四
頁
所
収
)
七
九
四
頁
)
と
す
れ
ば
・

こ
の

稽

導

論
L

に
就
き
、
吉
田
教
授
は
次
の
如
く
述

べ
て
い
る
。
い
わ
く
、
摺

導
論

の
蘂

な
震

蘂

た
る

『演
繹
』

に
通
常
考
え
ら
れ
て
い

る
程

農

力

が
本
当
に
潜
ん

で
い
る
の
か
疑
わ
し
い
の
で
あ
る
!

操
作
主
義

一
流
の
疑
問

。
即
ち
、
纏

推
理
の
形
式
を
最
も
端
的

に
表
現
す

る
も
の
は
・

定
扁　
口的

三
段

論
法

で
あ
る
が
、
そ

}」
に
於

い
て
示

さ
れ

る
演
繹
的

帰
結

は
、
内
容
的

に
は
そ

こ
に
於

け

る
大
前
提

に
初
め

か
ら
含

ま
れ

て
い
る

の
で
あ

る
。
演
繹
推
理

に
於
い
て
は
論
理
的
な
前
提

に
含
ま
れ
て
い
な
い
内
容
は
決
し

て
帰
結

さ
れ
る
筈
が
な
い
の
で

あ
る
・
し
た
が

っ
て
・
纏

の
帰
結
の

内

容

竺

に
前
提

の
そ
れ

に
依
存

し

て
い
る
▼」
と

と
な
り
、
こ
の
前
提

の
出
処

が
要
点

と
な

る
。
こ
の
出
処

こ
そ
説

明
理
論

の
側

に
あ

る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
い
,つ
の
が
、
操
作
主
垂

流
の
疑
問
な
の
で
あ
る
L
と
指
摘
し
た
上

で
、
呆

を
は
じ
め
、
米
国
、
ド

イ
ツ
に
お
い
て
さ
え

摺

導
論
の
探

究
、
即
ち
現
実

の
指
導

.
改
革

に
携
わ
薯

の
多

い
現
在
、
指
導
論
の
支
柱
た
る

『纏

』
の
本
質
を
じ

っ
く
り
解
明
し
て
・
以
て
毎

論

・
説
明
理

論
が
如
何
な
る
関
係

に
あ
る
の
か
、
両
者
は
何
処

で
結
び

つ
い
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・
こ
の
問
題
は
単

に
右

の
如

き
論
理

的

な
も

の
だ
け

で
な

く
、
場
A
口
に
よ

.
て
は
も

・
と
基
本
的

な
、
研
究
課
題

に
も
関

わ
る
も

の

で
あ
る
。
も

し
指

導
論

・
説

明
理
論

が
応

用

塞

礎

の

関
係

に
あ

る
と

す
れ
ば
、
そ

の
}」
と
は
、
研
究

課
題
と

し

て
ど
ち

ら
を
選
択
す

べ
き
か

と

い
う
問
題

に
影
響

を
与

え
ず

に
は
い
な

い
筈

で
あ
る
L
と

い
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う

(吉
田
威
・
評
価
論
の
本
質

前
掲
辻曲
所
収
)
、
九
九

∴

○
○
頁
、
お
よ
び
L
晶

威
、
経
営
経
済
的
会
計

の
基
礎
理
論

(前
掲
)、

一
西

⊥

一

五

頁

)
。

(
Ol
)

(
n
)

(
膿
)

ω
α・
餌
。
量

O

N
=
「
。
崔

藁

曼

曼

・
『
歪

一ω
爵

§

ぎ

・
ユ
昏

§

や
℃
①
岸
Φ
口
ゆ
¢
。
導

9
犀
=
ロ
・q
二

九

〇

八

年

ω
爵.
。
9
=
①
コ
、

七
二
頁
・
(な
お
・
邦
訳
と
し
て
岡
本
愛
次

・
尾
上
忠
雄
共
訳
、

ス
ガ

ン
チ
上

覆

式
簿
記
の
実
在
論
的
理
論
、
有
斐
閣

冗

五
三
年
が
あ
る
。
)

　

19
U

((((((

181716151413
))))))の

理

論

は

シ

ェ

…

ア

N
≦

Φ
学
胃
o
葺

①
艮

ゴ
Φ
o
ユ
Φ
.
N
ロ
αq
冨

8

ゴ

Φ
冒

Φ

国
三

αq
Φ
σq
コ
ロ
コ
σq

鋤
鼠

α
一Φ

》

同
げ
①
搾

<
o
コ

=

Φ
霞

コ

勺
「
o
h

ω
αq
印
富
N
一コ
一
『

】鼠

Φ

「
Φ
9ゆ
嵩
ω
口
ω
。
5
①

↓

7
Φ
。
「
一
Φ

α
Φ
附

 ∪
。
℃
喜

蚤

藝

轟

・
(N
①
冨

げ
き

h嵩

9

ぎ

一ε
贔

第

ニ

ハ
巻

笙

号

充

〇
七
年
、

丁

九
頁
所
収

)
、
特

に

∵

三
頁
)
。
Ψ」
れ

に

対
し
・

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

は
更

に
反
論
を
試

み

て
い
る

(
ω
α・
き

N
葺

。
』

蕊

§

ユ
一暮

疑

α
Φ
門
ヨ
餌
一
Φ
吋
一鋤
鵠
ω
江
ω
。
ゴ
。
コ
穿

①
ぎ

コ
8Φ
口
夢

Φ
。
門
一Φ

(N
Φ
舅

げ
き

貯

ゆ
=
.
喜

9
ぎ

轟

箋

九
巻

第

二

号

冗

一
〇
年
、

二
四
上
↑

二
互

頁
、
お

よ
び
笙

九
巻
第

一
毒

一
九

δ

年
、

二
八

二
⊥

五

〇
頁
所

収
)
)
。
ま
た
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
と

マ

ェ
ア
、
ベ

ル
リ
ナ
∴

しd
・
量

Φ
円
・
三

と

の
論
争

の
経
緯

に

つ
い
て
は
、
例

え
ば

ノ

バ
ク

(
ぎ

雲

〉

)
が
言
及

し

て
い
る

(
Z
。
重

〉

甲
。
雪

。
三
酔韓

穿

9

Φ
α
Φ
乙

§

Φ
=
Φ
β
じd
ロ
6
喜

山
騨
¢
富
・、
げ
。
同
¢
ぎ

ロ
h
Φ
一ロ
ゴ
Φ
菖

。
ゴ
①
ロ

訳
8

霧

琶

§

(舅

陰

「
費

嵩

§

藝

旨

ひ・
第

一
七
巻

第

四
号

冗

〇
八
年
、

七
八
-

八
六
頁
所
収
)
、
特

に
七
九
人

o
頁
)
。

(
2・
)

ル

・
マ

ト

ル

(
芭

。
毎

Φ
藁

.
)

は
、

ス
ガ

ン
ツ
ィ
上

理
論
を
物

的
勘
定

理
論

に
は
含

め
ず
、

そ

の
他

の
理
論

の
名

の
ド

に
他

の
如
何

な

る

理

論

と

も

種

を

異

に

す

る

も

の
と

し

て
位

置

付

け

て

い

る

(
翼

。
葺

Φ
噛
多

ゆ
蚤

琶

喜

…
。
9
Φ
。
『
一Φ
口

2

。
匪

ω
。
臣

・
編
、
田

ロ
α
,

井
尻
雄
士
、
三
式
簿
記

の
研
究
ー
i
複
式
簿
記

の
論
理
的
拡
張
を
め
ざ
し
て
、
中
央
経
済
社

一
九
八
四
年
、
五
頁
。

。・
αq
鋤
。
N
員

O

N
霞

9

。
邑

Φ
ゆq
藷

旨

塁

寮

。
曇

↓
§

膏

旨

§

艮

Φ
ロ
bd
⊆
6
喜

鋤
=
=
口
σq
(前
掲

)
、

ω
σq
き

量

ρ

N
霞

。
§

巳
Φ
αq
藷

番

蕾

璽

ω
。
蚤

↓
ぎ

幕

旨

§

。
Φ
#
Φ
コ
ゆ
二
。
喜

ゆ
ぎ

コ
・、
(
前
掲
)
、

誓

コ
量

O

N
母

ぎ

琶

Φ
σq
塁

血
Φ
幕

餌
=
・・
冒

蚕

↓
ぎ

旨

魯

§

艮

Φ
コ
ゆ
二
∩
喜

固
巨

コ
・,
(
前
掲
)
、

。・
αq
帥
鼠

三
b

冒

。
琶

亀
①
ゆ-
塁

量

歪

霧

。
琶

↓
ぎ

膏

量

α
§

Φ
=
Φ
5
しu
¢
。
喜

鋤
一言

・q

(前
掲
)
、

ω
αq
雪

N
一巳

響
ρ

N
霞

O
歪

賢
色

Φ
αq
ニ
ロ
ひq

α
頸

『
窪

一
一ω
一
一ω
。
7
Φ
コ

↓

げ
Φ
o
ユ
Φ

O
Φ
「
α
o
℃
や
Φ
一一
①
ロ

ゆ
¢
。
7
7
凶
雰
¢
コ
αq

(
前

掲

)
、

。・
ゆ身
ゆ
。
N
葺

ρ

N
。
『
9

§

巳

Φ
α・
藷

。
Φ
霞

雲

.・
…

。
雪

↓
ぎ

幕

量

α
§

Φ
蚕

ゆ
¢
。
喜

働
=
二
口
・・

(前

掲

)
、
六

四

.頁

。

(
ω
0
7
似
「
曽

一
'

司
巳

)

の

[日

に

止

ま

り

、

シ

ェ

ー

ア

は

こ

れ

を

酷

評

し

て

い

る

(
Qo
。
ヨ

吋
・

旨

閃
・

五

六

頁

(括

弧

-

奥

山

)
。

五

七

頁

(括

弧

ー

奥

山

)
。

五

三
、頁

。

五

二

頁

。

五

ニ
ー

五

三
頁

。

ス
ガ

ン

ツ

ィ

ー

二

N
口
門

く
①
「一
Φ
一口
帥ゆq
=
コ
σq

α
Φ
「



≦
α
村
け
Φ
「
σ
億
。
7

0
Φ
村

しd
Φ
一「
一。
σ
。。
≦
一「
一。。
o
プ
。
沖

の
ε

簿
αq
碧

二

九

二

六

年

、

第

二

巻

、

一
四

六

ー

一
九

八

頁

所

収

〕

一
四

六

頁

)
。
ま

た
、

マ

テ

ス

(
ζ
働
茸
Φ
。。
甥
≦

囑
)
は
、
}」
れ
を
機
能

的

、勘
定

理
論
と
特
徴
付

け

て
い
る

(垂

鍔

多

。-
蚤

藝

薦

善

a
図
。
三

2

けぎ

§

〔囚
§

葛

編

・

国
山
口
α
&

『
仲Φ
『
げ
ロ
。
こ

。
ω
幻
Φ
。
げ
コ
藷

ω
萎

舞

。。
再三

留

二

九

七
〇
年
、

ご
五

四
⊥

・・八
〇
頁
所
収

〕

三
七
二
頁
)
・

芳

・

シ

ェ
ー

7

(
望

Φ
Φ
.
Φ
炉
男

)
は
、

}」
の
理
論
を

ス

コ
ゐ

ン

(
ぎ

蚕

き

、

ワ
ル
プ

(
≦

・
冨

)

の
錘

論

と
軌

を

一
に
す

る
物
的

勘
定

理
論

と
し

て
捉

え

て
い
る

(
・。
げ
Φ
Φ
『Φ
き
翼

・
コ
け①
切
導
Φ
。
『
一Φ
§

こ

§

Φ
蚕

寒

憂

↓
碁

N
罫

『

九

五
〇
年
、
尚
、
邦
訳

と
し

て
・
安
平
昭

二
訳

・
複

式
藷

の
基

鑑

論
、

中
央
経
済
社

充

六

九
年

が
あ
る
)
。

更

に
、
木

村
教
授

は
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

理
論

を
評

し

て

「
恐

ら
く
当
時

に
お

い
て

は
余
り

に
進
歩

的
な

る
と
、
ギ

ッ
賜ア
界

の
忠

よ

り
距

た

っ
て
い
た
た
め

に
高

く
評
価
せ

ら
れ

る
こ
と

が
な
か

っ
た
も

の
の
ご
と
く

で
あ
る
・
し
か

し
き

わ
め

て
卓
抜

な
も

の

で
あ

る
」
と

い
・つ

(
木
村
和

..郎

、
科
学

と
し

て
の
会

計
学

(ド
)
、
有

斐
閣

充

七

.年
・

五

八
頁
)
・

(
12
)

(
毘
)

士
口
田
威

、
複
式
簿

記
記
録

の
意
味

(商
経

嚢

、
第

九
巻
笏

.号

充

ヒ

、一、年

、

丁

九

四
頁
所
収

)

四
頁
・

お

よ
び
吉
田
威
・
経

営

経
済
的

会
計

の
基
礎

理
論

(
前
掲
)
、

一
八
七

ー

一
八

八
頁

。

ドイツ簿記理論における実在論的視座83

二

「
受
入

(引
渡
)
給
付
」
対

「
反
対
給
付
」

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

は
、
覆

式
簿
記
体
系

の
解

明

の
手
掛

か
り
が
、
そ
の
現
実

の
基
盤

に
為

」
と

い
う
・
こ
の
現
実

の
基
盤
と
は
・
彼

誤

れ
ば

「
す

べ
て
の
経
済
的
関
係

(人
的

.
物
駐

)」

で
あ
り
、
「
個
別
的

に
み
れ
ば
、
経
済
体

の
讐

的
性
質
を
享

る
す

べ
て
の

行
為
」
に
ほ
か
な

り
ぬ
。
彼

は
、
コ
、
の
現
実

の
基
盤
か
ら
必
然
的

に
複
式
簿
記

の
体
系
が
生
ま
窺

」
と

い
う
・
と
す
れ
ば
・
複
式
簿
記

体
系

の
解
明

の
手
掛
か
り
と
し

て
我

々
が
ワ、
こ
に
着
目
す

べ
き
は
、
経
済
体

の
経
済
的
性
質
を
有
す

る
す

べ
て
の
行
為

そ
れ
自
体

で
あ

る

こ
と
と
な
る
。

そ
れ

で
は
、
経
済
体

の
経
済
的
性
質
を
有
す

る
す

べ
て
の
行
為
と
は

一
体
如
何
な

る
も

の
で

あ

る
の
か
。

彼

は
、

▼、
の
経
済
的
性
質
を
享

る
す

べ
て
の
行
為
、
す
な
わ
ち
あ
ら
ゆ
る
形
態

に
お
け
る
経
済
活
動

が
財
貨
を
調
達
す

る
努
力
・
財

貨

の
集
積

.
貯
蓄

の
努
力
、
財
貨

の
消
費
行
動
と

い
う
三
種

の
活
動

に
纏

め
・b
れ
得

る
と
馳

・
更

に
彼

は
・

こ
れ
ら
の
活
動
・
端
的

に
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は
財
貨

の
調
達

.
籍

・
消
費
が
個
別
経
済
体

の
直
接
的
目
標

で
あ
る
と

馳

.

そ
し

て
、
彼

に
よ
襲

」
れ
ら

の
活
動

は
、

重

位

の

活

動

主
体

に
お

い
て
・
結

合

し

て
お

こ
な

わ

れ

る

こ
と
も

あ

れ
ば

、
個

々

に
独
立

し

た
目
標

と

し

て
お

Ψ」
な

わ
れ

る

}」
と
も

あ

る

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
・

こ
れ
を

手
掛

か

り

と
す

れ
ば

、
経

済

活
動

の
主
体

た

る
す

べ
て
の
個

々
の
経

済

体

は
、

獲
得

し

た
財
貨

の
集

積

と

調
達

を

縛織

蕪

鰐

蕩
耀

膨羅

露
藤
蕪

搬
難

覧韓
雛

鴛

類

あ

る

と
す

れ
ば
、

そ

れ
ぞ

れ

の
経

済

活
動

に

つ
い

て
の
考

察

が

}」
}」
に
な
さ
れ

ね
ば
な

り
ぬ

こ
と

と
な

る
。

右

の
三

つ
の
グ

牛

プ
の
う
ち
・
先
ず
箪

の
グ

牛

プ

に

つ
い
て
彼

は
次

の
恕

述

べ
て
麺

.
す
な
わ
ち
、
具
体
的

に
は
、
個
人
、

生

活
共

同

体

(家
庭
な
ど
)・

更

に
は
国

家

、

公
共

団
体

(政
治
、
宗
教
、

ス
ポ
↓

等
)、

そ
し

て
学
校

、
病

院

な

ど
が

甲」
れ

に
属

す

る
と
。

こ
れ
ら
具
体
的
成
員
か
ら
明
ら
か
な
如
-
、
Ψし
れ
・り
に
属
す

る
活
動
森

は
、
コ

磐

会
的
な
も

の
で
あ

.
て
、
経
蠣

な
も

の
で
は
な

(哩
・
L
尤
も
・
彼

は

こ
れ
ら

の
活
動
主
体
を
消
費
経
済
体

(α
幕

ヨ

①
§

曼

≦
一旨

ゴ
¢
ε

と
特
徴
付
け

て
い
る
の
だ
が
。
彼

に
よ
れ
ば
、

こ
の
消
建

済
体

の
活
動

の
過
程
た
る

屑

馨

済

の
あ
・り
ゆ
る
個
別
形
態

に
蓮

す
る
過
程

は
、
経
済
曽

的
を
護

す
る
た
動

の
価

値

の
滅
失
、

つ
ま
り
財
貨

の
犠
牲

で
麟

.
L
と
は

い
・え
、
}、
の
財
貨

の
瑳

、
即
ち

財

貨

の
消
費
は
遇

の
存
在
を
仏剛
提
と
す
る
L
筈

で
あ
る
・
別
言
す

れ
ば
・
「
内
部
的
ま
た
は
外
部
的
補
給
な
く
し

て
消
費
を
お

こ
な
う
経
済
体

は
あ
り
得
な

い
」
が
故

に
、

一
つ
の
消
費
経

済
体

に
あ

っ
て
・

一
定

の
恒
常
的
在
高

の
財
貨
を
保
有
す
る

に
し
ろ
、
外
部
か

り
の
財
貨

の
流
入

に
よ
る
規
則
的
補
給

が
あ
る
に
せ
よ
、

何
れ

に
し

て
も
消
費
分
蘇

続
的

に
補
給
す

る
財
貨
が
必
要

で
墾

と
雪
口
わ
ざ
る
を
得
な

い
.
と
す
鍛

、
消
費
経
済
体

に
お

い
て
、

そ

の
活
動

の
基
本
過
程
と
し

て

「財
貨

の
流
入
」
、
「
未
消
費
部
分

の
集
積
」
、
「
財
貨

の
消
費
」
と

い
・つ
過
程

の
存
在
が
考
え
.り
れ
る
筈

で

あ
る
　

こ
の
過
程

に
お
け
る
財
貨

の
流
入

に
よ
る
財
貨

の
増
加
は
、

こ
の
財
貨

の
増
加
が
反
対
給
付

の
性
質
を
有
す
る
場
合

に
は
、

つ
ま
り
消
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費
経
済
体

の
給
付

が
先
行
し

て
い
る
場
合

に
は
、
双
方
向
的
行
為
す
な
わ
ち
交
換

の
過
程

に
お
い
て
生
ず

る
と
彼

は
転
発
。
た
だ
・

こ
の

場
合

に
は
給
付

は
顧
慮

さ
れ
ず
、

こ
れ
に
相
当
す
る
財
貨

の
増
加
、
具
体
的

に
は
貨
幣
収
入

の
み
が
捉
え
ら
れ

て
い
る
に
過
記
躍
。

こ
の

限
り

に
お

い
て
、
貨
幣
収
入

は

一
方
的

な
単
純
な
過
程
と
し

て
経
済
体

の
活
動

の
基
本
過
程

の
出
発
点

と
な
り
得
る
の
で
あ

る
。
そ
し

て
、

}、
の
幕

収
入
は
、
必
要

に
応

じ
て
消
費
財

に
転
化

さ
れ
ね
ば
な
ら
謁

。
そ
れ
ゆ
え
に
・
「幕

価
値
物
が
財
貨

の
獲
得

の
た
め

の
反
対

給
付
と
し

て
経
済
体
か
ら
流
出
為

」

こ
と
と
な
る
.

こ
れ
も
ま
た
・
交
換

の
過
程

に
ほ
か
な
ら
ぬ
・
か
く

て
・

こ
こ
に
消
建

済
体

の

活
動

の

一
つ
の
基
本
型
を
見
出
し
得

る
。
つ
ま
り
、
貨
幣

の
流
出
と
財
貨

の
流
入
と
が
対
応
す
る
貨
幣

ー
財
貨

(貨
幣
の
流
出
ー
ー
財
貨
の
流

(
22

)

入
)
な
る
型

で
あ
る
。

先

の
基
本

過
程
か
ら
明

ら
か
な
如

く
、
経
済
体

の
活
動

の
過
程

は
交
換

に
よ
り
調
達

さ
れ
た
財
貨

の
消
費
を
以

て
終

わ

る
の
で
あ

る

が
、

こ
れ
は
内
部

的
な
齢

で
あ

っ
て
、

芳

的
な
轟

な
羅

と
し
て
経
済
体

の
基
本
過
程

の
終
点
と
な
る
・

か
く
し

て
、

こ
こ
に
消
費
経
済
体

に
お
け
る
活
動

の
基
本
過
程
は
観
念
的

に
は

「
貨
幣

の
流
入
」
、
「
貨
幣

の
流
出

ー

財
貨

の
流
入
」
、

「
財
貨

の
消
費
」
な
る
勘

と
し

て
捉
え
ら
れ
得

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
・
「
こ
の
基
本
型

は

;

の

モ
デ
ル
で
墾

と
彼

は
い
う
・

そ
し

て
、
彼

に
よ

れ
ば
、
「
一
個

の
消
費

経

済
体

の
内
部

に
お

い

て
な

お
他

の
諸

過
程

が
生

じ

る

こ
と

が

あ

る
と

い
う

こ
と

は
自

明

で
あ

る

が
、
そ
れ
.b
は
本
質
的
な
も

の
で
は
な

い
付
随
的
性
質

の
も

の
で
あ
り
、
基
本
型

に
は
何
ら

の
変
更
も
齎
す
も

の
で
は
亀

」
の
で
あ

る
・

し
た
が

っ
て
、
我

々
は
こ
の
基
本
型
を
あ
ら
ゆ
る
具
体
的
形
態

に
適
合
す

る
も

の
と
看
倣
し
徹
縄
。

次

に
、
第

二
の
グ

ル
ー
プ
に

つ
い
て
彼

は
次

の
如
く
述

べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
具
体
的

に
は
そ
の
社
会
的
機
能

に
む
膳
・

(
-
)

財
貨

の
製
造

お
よ
び
所
篠

移
転

に
係
る
経
灘
鯉

(原
始
生
産
に
携
わ
る
麺

・
財
貨
型

に
携
わ
る
飾

)
・

(
2
)

用
役

の
調
達

総

付

に
係

る
経
済
体

(運
輸
、
通
償

保
険
業
等
に
携
わ
る
騒

)
・

(
3
)

財
貨

の
所
有
権
移
転

の
仲
介

に
係

る
経
済
体

(商
業
に
携
わ
る
創
羅
)
、
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(
4
)

用

役

の
給
付

・
移
転

の
仲
介

に
係

る
経
済

体

(銀
行
業

に
携
わ
る
企
業
)
、

　
あ

　

な

る

四
種

の
も

の
が

こ
れ

に
属

す

る
。

こ
れ

ら

の
成

員

か
ら

明

ら
か

な
如

く
、
各

々
が
社

会

経

済
的

役
割

を
有

す

る
も

の
で
あ

る
。
彼

は
、

　
あ

　

こ
れ

ら

の
経
済

体

を
営

利
経

済

体

(巳
Φ
国
毫

霞
σ
ω註

『一8
ゴ
臥
一
)
と
呼

ぶ
。

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
に
よ
れ

ば
、

こ
の
営

利

経
済

体

の
活

動
過

程

に
お

い

て
は
、

先

ず

以

て

一
般

社

会
的
価

値

を
有

し

、
他

人

か
ら
有

償

的

に
求
め
ら
れ
る
べ
き
性
質
を
備
え
て
い
る
給
付
を
生
み
出
す

こ
と
が
必
要
と
箋

.

こ
の
こ
と
か
ら
、
営
利
経
済
体

の
活
動

の
基
本
過

　
が

　

程

の
出
発
点
が

「
交
換
価
値
を
持

つ
給
付
、
す
な
わ
ち
当
該
反
対
給
付

と
引
換

に
他
人

の
自
由

に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
給
付

の
産
出
」

に
あ

る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
る
。
彼

に
よ
れ
ば
、

こ
こ
に
い
う
給
付
と
は
、
そ
れ
が
具
体
的
な
形
態

を
と
る
な
ら
ば
物
的
財
貨

の
製
造

つ
ま
り

財
貨
製
造

に
よ
り
生

み
出

さ
れ

る
財
貨
そ
れ
自
体
を
意
味
し
、

ま
た
具
体
的
な
ら
ざ
る
形
態
を
と
る
な
ら
ば
提
供
さ
れ
る
用
役
そ
れ
自
体

　
　

　

を
意
味

す

る

こ
と
と

な

る
。

こ
の
財
貨

・
用
役

な

る
給
付

の
産
出

の
過
程

に
は
二

つ
の
型

が

あ

る
と
彼

は

い
う
。

一
方

は
、

前
段

階
的

交
換

を

必
要

と

せ
ず

「
自

己

　
れ

　

の
生
産

手

段

(上
地
、
労
働
等
)
か

ら
直

接

に
財

貨

・
用
役

〔と

い
う
給

付

〕
(原
料
ま
た
は
半
製
口…
、
完
成
品
の
如
何
を
問
わ
ぬ
)
を
生

み
出
す

」

　
れ
　

場
合

で
あ
り
、

こ
こ
で
は
、
産
出
し
た
財
貨

・
用
役

と
い
う
給
付

の
譲
渡
、
即
ち
有
償
的
販
売
と

い
う

二

系
列

の
交
換
行
為
」

が
成
立

す
る

こ
と
と
な
る
・
し
た
が

っ
て
・

こ
の
場
合

に
は

莞

成

(引
渡
)
給
付
L
対

皮

対
総
能
L
な
る
型
が
当

て
嵌
ま
る
と

い
い
得

る
.

尤

も
・

彼

に
よ
れ

ば
・

こ

の
型

は

一
つ
の
抽

象
型

で
あ

る
と

は

い
え
、

こ

の
よ
う

な
全

く
純

粋

な
姿

で
は
今

口

に
お

い
て
恐

ら

く
殆

ど
存

在
し
な
い
の
で
は
あ
撫

彼
は
・
こ
の
型
に
相
当
す
る
活
動
の
過
程
を

薔

的
莉

経
済
と
墨

。

も
う

一
方

は
、
「
ま
ず
最
初

に
固
定
的

お
よ
び
流
動
的
な

る
生
産
手
段
と
労
働
力

と
が
交
換

に
よ
り
反
対
給
付
と
引
換

に
獲
得
さ
れ
、
そ

の
後

に
交
換
能
力

の
あ

る
財
貨

●
用
役

〔と
い
う
給
付
〕

の
産
出

に
供

せ
ら
塾

場
合

で
あ
り
、

こ
こ
で
は
生
産
手
段

・
労
働
力

の
獲

得
す
な
わ
ち
有
償
的
購
買
と
産
出
し
た
財
貨

・
用
役

(と
い
う
給
付
)
の
譲
渡
す
な
わ
ち
有
償
的
販
売
と

い
う
二
系
列

の
交
換
行
為
が
成
立

　……
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が

　

す

る
}、
と
と
な
る
。

こ
の
場
合

に
は
、
「
受
入
給
付
」
対

反

対
給
付
L
、
「
完
成

(引
渡
)
給
付
」
対

皮

対
給
付

L
な
る
型
が
当

て
嵌
ま

る
皇

口
い
得

る
。

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

は
、
}」
の
型

に
相
学

る
窃

の
過
程
を

覆

合
し
左

父
換
過
程
L
、

あ

る
い
は
そ

の
性
格
か
ら

「
二

面
的

・
完
全
交
換
的
営
利
経
済
」
と
吸
測
。

齊

の
下

に
叩

り
か

な
如

く
、

。
一
つ
の
型

の
相

違

は
、

「受

入

給
付

」

対

皮

対

給

付
L

な

る
過

程

の
有
無

に
あ

る
・

し
か

し
・

「
資
本

家
的
企
萎

呂
利
経
済
体
の
典
型
で
舞

な
ら
ば
、
而
も
そ
こ
で
は

「箋

の
為
の
覆

的
手
段
す
な
わ
ち
財
章

労
働

・
用
役
が
交

換
を
通
じ

て
、
端
的

に
は
有
償
性

の
原
則

に
よ

。
て
調
達
さ
れ
、
こ
の
交
換
行
為
を
以

三

活
動
の
)
過
程

が
始
灘

」
な
ら
ば
・
第

二
の

型

▼」
そ

が
営
利

経

済

体

に
お

け

る
活
動

の
過
程

の
基

本

型
、

つ
ま

り
給

付

の
産

出

過

程

の
基

本

型

た

り
得

る
と

考

'凡
る

べ
き

こ
と

と

な

る
。最

後

に
、
彼

は
、
第

三

の
グ

牛

プ
を

混
合
経

済

体

と
覧

.

こ
れ

は
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

の
言

に
よ

り
・

篁

グ

ル
「
プ

で
あ

る
消

費
経
済
体
お
よ
び
第

ニ
グ

ル
」

フ
で
あ
る
営
利
経
済
体

に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動

の
過
程

の
基
本
型
が
結
合
あ
る

い
は
部
分
的
修
正

を

経

て
適
用
さ
れ

て
い
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
は
明
ら
か

で
麓

.
し
た
が

っ
て
・
混
合
経
済
体

の
活
動

の
過
程
は
・

い
わ
ば
基
本
型

の
応
用

と

看

倣

さ

れ
得

る
。

}」
}」
に
到

っ
て
、
経

済

体

に
お

け
る
活
動

の
過

程

の
基
本

型

に
は

・
ぢ

の
型

の
あ

る

こ
と

が
明

ら

か
と

な

る
・

す

な

わ
ち

・

芳

は
・

蚕

幣

の
流
入
」
ー

「
財
貨

の
流
入

眼
貨
幣

の
流
出
」
ー

財

貨

の
消
費

L
な
る
型
、
他
方

は
、
蔓

入
給
付
麦

対
給
付
L
莞

成

(
引
渡
)

鵡

難

鰐

鰐、　総

髭
毅

蕪

鎖硝雛

懸

難

方
法

で
あ
る
L
と

の
ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

の
指
摘

で
あ

る
。

こ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
恕

、
複
式
藷

が
営
利
経
済
体

に
圃
有

の
記
録
方

法

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
複
式
簿
深

系

の
解
明

の
手
掛
か
り
が
存
す

る
と
彼
が

い
・つ
と

こ
ろ
の
現
実

の
基
盤
と

は
営
利
経
済
体

の
活
動

の
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過
程

で
あ

る
と
考

え

る

べ
き

こ
と

と
な

る
。

而

も
、

そ
れ

は
、
上

述

の
如

く

一
般

化

さ

れ

た
過
程

で
あ

る
。

か
く

て
、

複
式

簿

記

の
体
系

の
解
明

の
手
掛

か

り
が
営
利

経

済

体

の
活
動

の
過
程

で
あ

り
、

こ

の
過
程

が
先

に
示

し
た
如

き
基

本
型

に

還

元

さ
れ
得

る
と
す

れ

ば
、

次

な

る
問
題

は

以
下

の
こ
と

で
な

け

れ
ば

な
ら

ぬ
。

す

な

わ
ち
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
は
、

複
式

簿

記

の
体
系

の
解

明

の
手

掛

か

り

を
営

利
経

済
体

の
行
為

に
求

め

て
い
る

の

で
あ

る
が
、

こ

こ
で
は
吉

田
教

授

の
指

摘

に
倣

い
、

営
利

経
済

体

の
活

動

そ
れ
自
体

、

つ
ま

り
行

為

と

そ

の
行

為

に
よ

っ
て
生

ず

る
も

の

(両
者
を
原
因
と
結
果
の
如
く
捉
え
る
か
否
か
は
と
も
か
く
)
と

は
戴

然

と

区
別

さ
れ
る

べ
き

で
あ
る
と
考
え
ね
ば
な
る
施

・
斯

か
る
観
点

の
下

で
は
、
既

に
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
営
利
経
済
体

の
活
動

の
過
程

の
基

本

型

は
、

行

為

そ

の
も

の
で
あ

り
、

一
歩
譲

っ
て

「
給
付

」

の
交

換

な

る

こ
と

が

し
か

も
、

具
体
的

に

は
財

貨

な

ど
を
意

味

し

て

い

る

こ
と
が

明

ら
か

に
な

っ
て

い
る

と

は

い
え
、
単

に

「
給

付

」

と

い
う
だ

け

で
は
そ

こ
か

ら
生

ず

る
も

の
が
何

で
あ

る

の
か
、
厳

密

に

い
え
ば

何

で
あ

る

と
観

て

い
る

の
か
、

と

い
う

こ
と

は
未

だ
解

明

さ

れ

て

い
な

い
と
言

わ
ざ

る
を

得

な

い
。

し
た

が

っ
て
、
次

な
る
問

題

と

は
、

こ
の

こ
と

の
解

明

で
な
け

れ
ば

な

ら

ぬ

こ
と

と
な

る
。

(((((((伶
121095431}王
)))))))》

(
2
)

。・
αq
叫
。
量

ρ

N
g

。
凄

。
幕

α・
仁
コ
。・
匹
貫

婁

。・
爵

ゴ
雪

↓
ぎ

膏

量

§

艮

Φ
コ
¢。
・
。
喜

餌
犀
¢
コ
。・
(
前
掲
)
、

責

。

留

。
N
貫

ρ

冒

。
毎

邑

Φ
α・
藷

ユ
窪

婁

ω
膏

§

↓
ぎ

芭

Φ
乙

§

Φ
蚕

響

。
プ
藝

藷

(
前
掲
)
、

責

(
傍
点

-
奥
山
)
。

ω
σq
鋤
コ
巴
三

・
O

N
二
「

O
歪

コ
巳

①
αq
ニ
コ
αq

α
葭

同
$

一
一ω
欝

9

Φ
ロ

↓

冨

o
「
δ

O
Φ
「
α
o
b
℃
Φ
一宕

コ

ゆ
琴

喜

帥
犀
¢
コ
αq

(
前

掲

)
、

一
頁

。

(
6
)

(
7
)

(
8
)

留

コ
量

ρ

N
5

。
毒

量

藷

量

歪

一ω
爵

ξ

↓
ぎ

9

。
Φ
§

。
℃
①
蚕

bd
=
。
喜

餌
=
=
口
・・
(前

掲
)
、

五
頁

Q

ω
ゆq
餌
口
N
一鼻

ρ

N
霞

O

歪

コ
α
一Φ
αq
¢
ロ
αq

自
①
「
「
窪

一一ω
け
δ

o
ゴ
Φ
コ

↓

冨

o
ユ
o

α
臼

α
o
O
O
①
一
冨

コ

些

」
。
喜

四
一け
§

αq

(
前

掲

)
、

五

頁

。

(
H
)

ω
。q
量

巳
b

N
霞

。
毎

。
Ω
冨

藷

α
霞

婁

ω
爵

ゴ
①
島

冨

。
騒

α
Φ
乙

§

Φ
ぎ

コ
。d
¢
・
誓

餌
=
自
ロ
。・

(前
掲
)
、
六
頁
。

ω
αq
量

算

。
・
ぎ

含

邑

Φ
α・
量

。Q
臣
賃

。
m
藝

ω
。
蚕

↓
ぎ

冨

・
。
乙

§

Φ
蚕

。d
・
。
7
藝

砦

・・

(前
掲

)
、

五
頁

(
傍
点
-
奥

山
)
。
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(
31
)

(
M
)

(
拓
)

(
路
)

(
π
)

ω
・・
婁

一暑

・
N
邑

「
毫

Φ
αq
§

αq
α
Φ
「
§

曇

ω
。
冨

↓
ぎ

ユ
Φ
ユ
Φ
§

量

雪

。d
信
。
喜

き

コ
αq
(
前
掲
)
・

五
頁
。

(
81
)

。。
ゆ、
凶
コ
N
一鵠
お

N
¢
『
。
彗

禽

藷

身

§

冴

鹸葺

2

↓
ぎ

ぎ

。
『
§

℃
Φ
蚕

。σ
尋

翼

薦

(
前
掲
)
・

五

⊥

六

頁
・

(
91
)

(
2。
)
(
a
)

(
舩
)

(
23
)

・,
α・
§

一量

O

N
仁
鼻

邑

馨

曼

Φ
墓

量

葺

Φ
↓
ぎ

g

伽
Φ
乙

§

①
蚕

しd
¢
。
量

ε
コ

。q

(
前
掲
)
・

六
頁
。

(
42
)

ω
・q
餌
コ
N
一コ
お

N
¢
『
。
§

量

琶

αq
鐙

塁

房
け藝

g

↓
§

膏

量

§

。
Φ
蚕

じu
§

琶

§

αq
(
前
掲
)
・

一

(
25

)

ω
αq
鋤
瓢
N
一
ロ
一・
O

N
ξ

O

「
雪

色

Φ
αq
§

σq

α
雪

冨

鋤
一
δ

一
一。・
。
冨

コ

↓

ぴ
①
〇
二
①

α
Φ
「

α
o
O
℃
Φ
一
8

ロ

じd
¢
。
ゴ
げ
繊

ε

質
αq

(
前

掲

)
・

一

(
26

)

ω
αq
餌
口
N
一
欝
一・
O
・
N
g

O
「
琶

巳

Φ
αq
雪

αq

伍
Φ
吋
「
紹

瀞

函

。
冨

ロ

↓

ぽ
①
o
憎
一
Φ

匹
2

α
8

需

一冨

コ

ごσ
墓

茎

巴

ε

嶺
αQ

(
前

掲

)
・

(
飾
)

ω
・、
餌
コ
N
一コ
瞳b

N
ξ

。
§

書

壽

儒
Φ
「
N
Φ
巴
霧

。
§

↓
ぎ

膏

α
Φ
こ

8

翼

Φ
二

g

ン
ゴ
き

師
αq

(
前
掲
)
・

(
28

)

Q。
ゆq
餌
口
N
陣ロ
妙
O

N
ξ

O
把

コ
已

①
o委
§

ひq
飢
費

掃
帥
一一ω
一δ
o
冨

コ

↓
ゴ
①
o
「
貯

ロ
興

α
o
薯

Φ
一8

ロ
ロロ
蓉

導

帥
一貯

コ
oq

(
前

掲

)
、

四

(
29
)

ω
αq
山
訂
N
一自
一・
O

N
螺
憎
O
「
§

巳
Φ
αp
弩

αq
良
巽

器

m
一冨
一
一ω
9

8

↓
竃

自

凶Φ
α
禽

α
8

0
Φ
一8

コ

bd
信
。
ゴ
7
鉱
9

ロ
oq

(前

掲

)
・

(
30

)

(
31
)

ω
ゆq
鋤
コ
N
一臣
一・
ρ

N
霞

O
毎

鼠

一Φ
αq
§

窃q
飢
霞

冨
山
一翼

一。。
。
冨

コ

↓
ゴ
Φ
o
ユ
①
創
Φ
「
0
8

唱
Φ
悶冨
切

bd
蓉

喜

巴
ε

コ
αq

(前

掲

)
・

(
32

)

Q6
αq
山
コ
N
一鵠
蝕
O
.
N
霞

O
毎

コ
巳
Φ
αq
¢
離
ゆq
O
Φ
「
お

鉱
巨

δ
o
冨

訂
↓
げ
①
o
『
冨

α
Φ
門
α
8

0
Φ
犀
Φ
口

切
¢
。
げ
げ
毘
ε

口
oq
(
前

掲

)
、
九

・
四

例

が

商

業

に
携

わ

る
企

業

と

な

っ
て

い

る

が
、

(
3
)

の
貝

体

例

と

逆

に

な

っ
た

の

で

あ

ろ

う

。

(
33
)
(
34
)

ω
・・
p
ロ
N
一コ
お

腎

。
§

畠

αq
藷

g

『
塁

葺

。
蚕

↓
ぎ

幕

山
①
§

量

露

ゆ
。
。
喜

β・
ぎ

訂
。Q
(
前

(
53
)

。。
ゆ、
印
臣
N
一切
ぢ

N
霞

。
凄

鼠

}Φ
・q
弓

αQ
g

『
歪

霧

。
葺

穿

。
密

鳥
Φ
吋
§

翼

Φ
島

蚤

冨

ぎ

。
αq

(前
掲

)
・

(
36

)

ω
ゆq
ゆ
ゆ
N
一コ
一・
O
・
N
¢
「

O
毎

コ
巳

Φ
αq
毒

印q

α
鶏

「
$

一一
ω
鉱
ω
o
ゴ
魯

↓

げ
Φ
o
吋
圃Φ

儒
霞

α
8

℃
Φ
詳
①
口

Ud
弩

7
げ
鉱

ε

臣
σq

(
前

掲

)
・

(
73
)

(
認
)

ω
α・
鋤
コ
N
一コ
お

N
弩

。
≡

鼠

鐙

・
α・
g

『
鑑

凶・・
野

聾

↓
ぎ

譜

α
Φ
§

量

璽

bu
。
。
喜

ぎ

訂
。q
(前

(
93
)

ω
σ,
餌
コ
N
一コ
お

N
=
N
ぎ

邑

⑦
・q
量

αq
量

『婁

ω
一曇

Φ
コ
↓
ぎ

幕

α
Φ
乙

§

Φ
剛§

。d
套

翼

§

ひq
(
前
掲
)
・
八

(
04
)

。。
・q
鋤
瓢
N
一ロ
お

N
ロ
門
。
『
需
旨
。
唇

蕗

翁

塁

霧

。
7
⑦
島

§

ユ
Φ
量

§

曇

Φ
コ
穿

量

喜

ひq
(
前
掲
)
・
八

(
41
)

(
42
)

。。
α・
甕

貫

O

N
霞

o
彗

巳
Φ

σ・
§

α・

量

「
婁

。・
量

§

↓
ぎ

円
凶&

⑦
乙

。

七

頁

。

四
頁

。

一
九

頁

。

一
四
ー

一
五

頁

。

・
四

八

頁

。

四

八

頁

。
九

・
四

八

頁

。

八

・
四

九

頁

。

一一

具
体

掲

)
、
九

・
四

八

・
五

〇
頁

。

七

頁

。

五

頁

。

掲

)
、

七

頁

。

頁

(
傍

点

ー

奥

山

)
。

頁

(鉤

括

弧

ー

奥

山

)
。

O
℃
Φ
潔
Φ
瓢

bむ
g

茎

巴
ε

ロ
ゆq

(前

掲

)
、

八

頁

。
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(
43

)

ω
αq
書

臨
巳

"
O
・
N
霞

O

毎

づ
巳

Φ
σq
§

αq

O
興

毎

餌
一一
ω
け
ぢ
o
ゴ
①
コ

↓

冨

o
同
δ

O
興

α
8

0
Φ
詳
①
ロ

じd
=
。
喜

麟
一
↓
=
師
αq

(
前

掲

)
、

九

、頁

。

(
"
)

ω
αq
餌
。
N
葺

O

N
霞

。
≡

・
α
}。
αq
藷

α
窪

婁

ω
量

げ
窪

↓
ぎ

腎

量

α
§

籍

・
bd
二
。
喜

餌
}ε
コ
・・
(
前
掲
)
、

八
頁
。

(
54
)

ω
αq
量

算

O

N
霞

ぎ

。
量

壽

。
霞

Φ
鶴
藝

。・
。
7
①
自

ぎ

ユ
①
璋

α
§

器

ゴ
。d
尋

藝

藷

(
前
掲
)
、
八
-
九
、皇

括
弧
奥

山

)
。

(
46

)

ω
σq
餌
コ
巴
巳

曽
O
・
N
霞

O
擾

コ
巳
Φ
σq
ロ
ロ
αq
α
2

話
毘

ω
けδ
o
ゴ
Φ
コ
↓
び
㊦
o
ユ
Φ
α
霞

α
o
O
O
①
騨
9

切
ロ
。
ず
げ
帥
詳
¢
ゴ
αq

(
前

掲

)
、

九

頁

、

お

よ

び

ω
αq
鋤
口
N
一ロ
一・

ρ

U
δ

話

巴
δ
ロ
。。
o
げ
Φ
↓
9

0
憎
一Φ
α
巽

α
o
℃
℃
o
一ε

づ

切
二
〇
げ
げ
鉱
ε

口
αq

(
N
Φ
詐
。。
6
ξ

一津

{盲

しd
ロ
6
ゴ
7
巴
ε

コ
αq
曽
第

一
五

巻

第

八

号

一
九

〇

六

年

(以

ド

同

年

に

つ
き

省

略

)

一
八

五

ー
⊥

八
九

頁

、
第

一
五

巻

第

九

号

、
一〇

九

1
⊥

二

一.、頁

、
第

一
五

巻

第

一
〇

口庁

二
三

五

二

...八

頁

、
第

一
五
巻

第

一

一
号

二
五

九

L

一六

、
.頁

所

収

〔
以
下

の
引

用

に

つ
い

て
は

、

こ
れ

を

頁

数

の

み

に
よ

っ
て

お

こ
な

う

〕
)

一
八

六

頁

。

(
47
)

ω
αq
麟
ロ
N
一巳

"
O
・
N
霞

Ω
H
旨

巳
Φ
。q
旨

αq
α
霞

「
8

一禦

一ω
。
ぎ

コ

ゴ

お
o
「δ

α
霞

α
o
薯

㊦
一8

謬

じu
ロ
。
菩

餌
一一=
鵠
αq

(前

掲

)
、

八

頁

。

(
48
)

ω
αq
鋤
ロ
N
巨

.
O

N
霞

O
≡

コ
皇

Φ
αq
呂

αq
O
2

『
$

一一ω
一
置
。
冨

口
↓
冨

o
「
寄

α
霞

血
o
O
℃
Φ
一一Φ
コ

ゆ
口
。
誓

餌
}け
¢
資
σq

(前

掲

)
、

二

〇

頁

。

(
49

)

ω
αq
鋤
コ
N
貯

廿
O

N
霞

O
≡

口
巳

Φ
σq
巷

αq
α
興

『
Φ
巴
一ω
け一ω
魯

Φ
コ

↓
冨

o
『
δ

O
霞

α
o
b
O
Φ
一8
ロ

じウ
爆
。
喜

餌
一一
ニ
コ
αq

(
前

掲

)
、

一
一
一
頁

。

(
50
)

(
田
)

。・
α・
鋤
づ
N
葺

ρ

N
霞

。
善

α
藷

藷

量

歪

蕪

一ω
。
彗

↓
ぎ

譜

α
Φ
乙

§

Φ
一奮

しd
爆
。
喜

・。
=
賃
旨
・q
(
前
掲
)
、

西

頁
。

(
駝
)

ω
αq
餌
コ
N
葺

ρ

N
g

。
毎

・
量

藷

塗

髭

霧

。
ゴ
2

ぎ

。
膏

α
Φ
乙

§

Φ
冨

=
野

。
喜

。。
ぎ

コ
・・

(前
掲

)
、

天

頁
。

(
53
)

ω
αq
⑳
コ
N
一鼻

O

U
一Φ
冨
缶
函

猷冨
。
ゴ
o
コ

↓
冨

o
甑
Φ
α
頸

α
o
薯

Φ
一毎
コ

じd
¢
。
喜

巴
ε

コ
。q

(
前

掲

誌

所

収

)
、

一
八

六

頁

。

(
留

)

吉

田

威

・

複

式

簿

記

記

録

の
意

味

(
前

掲

誌

所

収

)
、

二

〇

、頁

、

お

よ

び

吉

田
威

、

経

営

経

済

的

会

計

の
基

礎

理

論

(前

掲

)
、

.
6

四

.頁

。

三

「貨
幣
」

・

「
商
品
」
概
念
の
援
用

二

に
お

い

て
我

々

は
、
営

利

経

済
体

の
活

動

の
過

程

が

「受

入
給

付

Φ
反

対

給
付

」
、
「完

成

(引
渡
)
給

付

Φ
反

対
給

付
」
な

る

二
系

列

の
交
換

行

為

に

一
般

化

さ
れ
得

る

こ
と

を
明

ら

か

に
し

た
。

そ

こ
で
、

こ

こ

で
は

こ
の
行

為

そ

の
も

の
か

ら
生

ず

る
も

の
が
何

で
あ

る

の

か
・

す

な

わ
ち
交

換
行

為

の
対

象

た

る
給
付

と

は
、
而

も

ス
ガ

ン
ツ

ィ
ー

二
は

こ
れ
が
計

算

の
対

象

と

な

る
と

い
う

そ

の
よ
う
な
給

付

と

は

一
体

何

を
意

味

し

て
い
る

の
か

が
、

問

題

と
な

る
。
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ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
に
よ

れ
ば

、
「受

入

給
付

(固
定
設
備
、
購
入
商
品

・
原
材
料
等
)
に
対

し

て
、
反
対

給

付

が
現
金

の
形

態

に

て
支

払

わ

れ

よ

.つ
が
、
あ

る

い
は
何

り
か

の
種
類

の
債
務

(帳
簿
霧

、
手
形
債
務
等
)
が
発
生

し

よ

う
が
、

ま

た
何

か
或

る
請

求
権

が
譲
渡

さ

れ
よ

う
が
・

そ
の
}し
と
は
全
-
問
題

に
は
な
ら
重

の
で
あ

る
.

つ
ま
り
・

そ

こ
で
は
反
対
給
付

と
し

て
流
出
す

る
も

の
の
表
面
的
な
形
態

の
違

い

は
問

題

と

は
な

.り
ず
、
寧

ろ

そ
れ
、b
の
反
対

給

付

手
段

と

し

て
の
機

能

的
性

質

に
共

通
性

が
見
出

さ
れ

て
い
る

の
で
あ

る
・
し

た
が

っ
て
・

現

金
支
出
」
、
「
請
求
権

の
嚢

」
、
天

的
債
務

の
発
生

、
「
手
形
霧

の
准

」
は
・
蚕

幣
L
の
概
念

雫

で
は
す

べ
て
里

視
さ
れ
・

為

に

▼」
れ
・り
は

蛋

幣

の
流
出

の
系
列

に
属
す
る
織

L
と
看
倣
さ
れ
得

る
こ
と
と
な

る
・

上

の
如
く
考
え
得

る
な

り
ば
、
同
様

に
完
成

(弓
渡
)
給
付

に
対
す
る
反
対
給
付
が
現
金

の
形
態

に
て
受
領

さ
れ
よ
う
が
・
あ
る
い
は
何

.b
か

の
種

類

の
債

権

が
発

生

し

よ
・つ
が
、
ま

た
何

か
或

る
被

請

求
権

が

消

滅
し

よ

う
が

、
そ

の

こ
と

は
全

く
問

題

に
は
な

ら

ぬ
筈

で
あ

る
・

〒し
}」
で
も

、
反
対

給

付

と

し

て
流
出

す

る
も

の

の
表

面
的

な
形
態

の
違

い
は
問
題

と

は
な

ら
ず
、

寧

ろ

そ
れ

ら

の
反

対
給

付

手
段

と

し

て

の
機
能
的
性
質

に
共
通
禁

見
出
さ
れ
る

▼、
と
と
な
る
。
し
た
が

.
て
、
「
完
成
給
付

の
引

き
渡
し

に
対
す
る
独

」
・
目
一ハ体
的

に
は

現

金
収
入
L
、
「
藷

求
権

の
受
入

(人
的
鰹

の
発
生
)」
、
「手
形

の
流
入
」
、
「
法
律
上

の
霧

の
消
滅
」
・
廣

務

の
藤

L
は

「
貨
幣

」
概
念

の
下

で
は
す

べ
て
璽

視
さ
れ
、

そ
れ
故

こ
れ
ら
は

蛋

幣

の
流
入

の
系
列
に
属
す
る
胤
縫
L

と
し

て
捉
え
ら
れ
得

る
こ
と
と
な
る
・

以
上

の
検
討
か
.b
、
受
入
給
付

に
対
す

る
反
対
給
付
、
完
成

(引
渡
)
給
付

に
対
す

る
反
対
給
付
と

は
・

と
も
に

「
貨
瞥

で
あ
る
こ
と

が

叩

り
か
と

な

る
。
而

も

、

}し
}」
で
は
給
付

は
行

為

そ
れ
自
体

で
は
な

く
、
行

為

に
よ

っ
て
生

ず

る
も

の
ー

こ
れ
を

蚕

幣

L

と
観

る

ー

を

意
味

し

て

い
る

}」
と

に
我

々

は
留

意

せ

ね

ば
な

り
ぬ
。
そ
し

て
更

に
、

こ

こ
に

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

の
い
う

蚕

幣
L
と

は
・
硬

貨

・

紙
幣

な

ど

の
通

常

の
貨

幣

の
み
な

ず
、

す

べ

て

の
所

謂
幕

代

用
手

段

を

も
包

含

し

て
い
(親

こ
と

が
明

ら

か
と

な

る
・

こ
の
貨

幣

代

用
手

段

に

は
既

に
明

、b
か
な
如

く
、
帳

簿

上

の
債

権

・
霧

、

手

形
債

権

・
債
務

、

そ

の
他

の
証

書

に
示

さ
れ

た
債

権

.
債

務

が
含

ま

れ

て

い

る
。

}、
尊

り
の

蚕

幣
代
用
手
段

は
、
企
業

の
生
産
過
程

に
お
い
て
受
領
し
た
生
産
手
段

に
た

い
す
る
自
己
の
反
対
給
付
と
し

て
・
あ

る
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き

　

い
は
引
き
渡
し
た
自
己

の
完
成
給
付

に
対
す

る
他
人

の
反
対

給
付

と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
罷

す

る
限

り
に
お

い
て
の
み
、
幕

た
り
得
る
L

の
で
あ

る
・
こ
の
こ
と
は
・
逼

常

の
意
味

に
お
け
る
貨
幣
が
個

々
の
交
換
行
為

の
際

に
演
じ
る
役
割
と
同

一
の
役
割
を
、
よ
り
広
義

の
概

念

(た
る
貨
幣
)
が
難

な
交
換
過
程

に
お

い
て
演
じ
て
塵

こ
と
を
意
味
し

て
い
る
.

斯
く
の
如

く
・
反
対
給
付

が

義

的

三

幕

L
と
し

て
捉
え
ら
れ
得
る
と
す
れ
ば
、
受
入
給
付
、
完
成

(引
渡
)
給
付

は

一
体
如
何
な

る
も

の
と
看
傲
さ
れ
得
る

の
か
・

つ
ま
り
反
対
給
付

三

貨

幣
L
な
る
概
念
を
以

て
充

て
る
と
す
れ
ば
、
受
入
給
付
、
完
成

(引
渡
)
給
付

き

　

に
㎞
↑
蠣

矯

鞍

誕

概
鞘

蛎

莇
翻

途
中
に謬

れ
左
産
手
段
熱

ー
て捉
ー

裂

具
体
的

に
は

　
ロ
　

(
1
)

固
定
生
産
手
段

の
調
達

(固
定
投
資
)

　
け

　

(
2
)

流
動

生

産
手

段

の
調
達

(材
料
、
補
助
材
料
、
商
晶
等
)

　
お

　

(
3
)

労

働

の
調
達

(労
働
給
付
の
購
入
)

(4
)

そ
の
他
の
雀

過
程
と
関
連
す
る
す
べ
て
の
費
用

(響

、
税
奪

)
の
支
匙

に
よ
り
流

入
す

る
も

の
を
意

味

し

て

い
る
.
彼

に
よ
れ

ば
、

こ
れ

ら

は
、

(イ
)

「
直

ち

に
し

か

も
す

べ

て
生

み
出

さ
れ

た
給
付

に
転
化

す

る
誌

」
・
(
。
)
「
次
第

に
消
鼠

蝉

費
消
部
分
が
生
み
出

さ
れ
籍

付

に
部
分
的

に
転
化
す
る
費
用
、
三

星

産
時

に
は
何
も
消
耗

さ
れ
る

こ
と
難

」
生
み
出
さ
れ
た
給
付

に
至

切
転
化
し
な

い
費
用
、
に
纏
め
・り
れ
得

る
。
(イ
)
は
生
産
過
程

に
は
た
だ

憂

役
立

つ

に
過
ぎ
ず
・
(
。
)
は

薮

度

に
わ
た

っ
て
生
産
過
程

に
役
拳

、
三

は
存
続
す

る
限
り
あ

る
い
は
必
要
と
さ
れ
る
限
り
生
産
過
程

に

講
嚇
淫
適
搬
醇
勃
郵
蹴
鋤
矩
監
蘇
熱
璽
記
隔
ポ
鮪
欝
籔
黎
肺
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へ
の
転
化
を
意
味
す

る
、
期
間
と
は
無

関
係
な
広
義

の
齢

L

に
他
な
ら
ぬ
.

し
奈

っ
て
・

こ
こ
に
受
入
給
付
と
は

「
広
義

の
費
用
」

で
あ
る

▼」
と
が
明

り
か
と
な
る
.
そ
し

て
、
我

々
は

こ
こ
で
も
給
付

は
行
為

そ
れ
自
体

で
は

な
≦

仔
為

に
よ
り
生
じ
た
も

の
を
意
味
し

て
い

る

こ
と

に
着

意

す

る

こ
と

を
得

る
。

次

に
、
彼

は
、

(號
成

(引
渡
)
給
付

を

星

産

さ
れ
、
あ

る
い
は
購
入

さ
れ

て
い

つ
で
も
販
売
罷

な
財
貨
と
・
要
求
さ
れ

て
遂
行
さ

れ
た
用
役
と

の
集
A
口L

と
捉
.え
る
.

繍

に
は
、
生
産
過
程

の
終
占
州に
て
生
ず

る
具
体
的
撰

的
成

果
た
る
、
唯

馨

い
は
少
数

の
等

質

的

要
素

が
A品
ま

れ

て
い
る

に
過
藤

い
.
彼

は
、

▽、
の
要
素

を

「
総

収
益

」
と

看
倣

し

て

い
る

の

で
麺

.
而
も

こ

の

「
総
収

益
」

は
・

彼

に
よ
れ

ば
嚢

に
蟹

ね
ば

な

、b
ぬ
も

の

で
あ

る
。
し
奈

っ
て
、
こ

こ
に
完

成

(引
渡
)
給

付

と

は

「嚢

の
総

収
益

」

で
あ

る

こ
と

が
塑

り
か
と

な

る
.

}」
の
場
A
口
に
も
給

付

が
行

為

ワて
れ
自
体

で
は
び

、
行

為

に
よ

っ
て
生

ず

る
も

の
を
意

味

し

て

い
る

}」
と

は
言
を
俊

た

ぬ
.
か

く

て
、

Ψし
7」
に
、
受

入

給
付

は

「
広
義

の
費

用

」
と

し

て
、
ま

た
完
成

(引
渡
籍

付

は

「広

義

の
総

収
益

」

と
し

て
そ
れ

ぞ
れ

　

え

ら

れ
　

る

こ
と

が
り

ら

か

と
な

る
む

轡

て
、

}」
れ
ま

で
の
検
討
か
、b
、
営
利
経
済
体

の
活
動

の
過
程
た
る
二
系
列

の
交
換
行
為
・
す

な
わ
ち

蔓

入
給
付
麦

対
給
付
L
・

「
完
成

(裂

給
付
麦

対
給
付
」
な
る
そ
れ
ぞ
れ

の
交
換
行
為

に
お

い
て
、
給
付

と

は
行
為
そ
れ
自
体

で
は
な
く
・
交
換

さ
れ
る
も

の

を
意
味
し

て
い
る
}、
と
、
更

に
両
系
列

に
共
通

の
反
対
給
付
と
は

蛋

幣
L
を
意
味

し
、
ま
た
前
者

の
系
列

の

芳

の
要
素
た
る
受
入
給

付
と
は

「嚢

の
費

用
」
を
意
味
し
、
後
者

の
系
列

の

芳

の
案

た
る
完
成

(引
渡
)
給
付

と
は

「
嚢

の
総
収
董

を
意
味
し

て
い
る

こ
と

が
明

ら

か
と

な

っ
た
。

し
か
し
、
我

々
は

▼」
}」
で
、

ス
ガ

ン
ッ
ィ
⊥

の
次

の
見
解
奢

過
し

て
は
な
ら
ぬ
。

い
わ
≦

営
利
経
済
体

の
活
動

の
過
程

の
最
初

(禰

階
と
最
後

の
段
階

と
に
お

い
て
、
『
貨
幣
』
が
存
在
し
、
そ

の
中
間
段
階

に
は
具
体
的
崖

手
段

と
し

て
の

『
商
品
』
が
存
在
し

て
い

る
。
L

}」
の
ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

の
指
摘

に
言

す

る
時
、
我

々
は
、
「
費
用
」

∴

総
収
益

L
な
る
概
念

に
代
え

三

商
品
L
な
る
概
念

の
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援

用

さ
れ

て
い
る

こ
と

に
気
付

く

こ
と

を
得

る
.

そ

こ

で
は
、
「費

墨

は

「商

品

の
流

入

」
と

し

て
、

ま
た

「
総

収
益

」

は

「商

.
㎜
の
流

出

」
と
し

て
捉

え
ら

れ

て

い
る

の

で
麓

・

こ
の

こ
と

か

ら
、
流

入

・
流

出

の
相
違

が

あ

る
と

は

い
・え
、
門
費

用
L

.

「
総

収
益

」
は
更

に

「
商
品

」
な

る
璽

の
概

念

に
包

含

さ

れ
得

る

}し
と

が
明

ら

か

と
な

る
.
こ

の
場

A
口
に
は
、
商

口
開
L
な

る
概
念

は
、
「
費

用

」

.

「
総
収

益
」

の
上
位

概

念

と

し

て
接

付

け

ら
れ

て

い
る

の

で
あ

る
。

し

た
が

.
て
、

受

入
給

付

.
完

成

(引

渡

)
給
付

は
、

と
も

に

商

.
㎜
L
を
止日心

味

し

て
い
る
と

考

え
ら

れ
得

る
。

か
く
し

て
・
我

々
は
・
更

に
右

の
検
討

の
箪

を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ば
、

つ
ま
り
受
入
給
付

.
完
成

(引
渡
)
給
付
が

義

的

に

「商

品
」
と
し

て
捉

え
ら
れ
得
る
と
す
れ
ば
・
営
利
経
済
体

の
窃

の
過
程

に
お
け
る
反
対
給
付

の
出口心味

が

「
幕

」

で
あ
り
、
受
入
給
付

.

完
成

(引
渡
)
給
付

の
意
味
が

「
商
品
」

で
あ
る
と
い
い
得

る
.
そ

の
際
、
蛋

幣
L

.

商

。
…
L
な

る

「
両
響

が
制
限

さ
れ
た
並
.
通

の

意
味

に
理
蟹

れ
る
べ
き

で
は
な
文

驚

て
　尚
次
元

の
抽
象

(概
念
)
と
し

て
理
解
さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ
る
」
と

い
.つ
}」
と
が
貿

日心
さ

れ

ね
ば

な

ら

ぬ
　

こ
こ
に
到

っ
て
・
斯
か
る

蚕

幣
L

∴

曹

㎜
L
な
る
概
念

の
鰭

に
よ

っ
て
、
漸
く
複
雑

な
営
利
経
済
体

の
活
動

の
過
程

か
.り
生
ず

る
も

の
・

し
た
が

っ
て
計
算

の
対
象
と
な
る
も

の
が
驚

て
単
純

な
～

為

に
抽
象
化
さ
れ
た
1

姿

と
し

て
抽
出

さ
れ
た

}」
と
と
な

る
・

そ
れ

で
は
・

こ
こ

に
抽

出

さ

れ
た

こ
れ

・り
の
計
算

対

象

を
手

掛

か
り

と

し

て
、

複
式

簿

記
記

録

の
意

味

は
如
何

に
説

明

さ

れ
得

る

の

で
あ

ろ

う
か
。

バ　
　

(
-
)

曽

量

ρ

穿

。
毎

コ
量

藷

含

Φ
・
霧

・
げ
巴

ぎ

帥Φ
α
Φ
「
α
§

①
=
Φ
コ
ゆ
仁
。
ゴ
7
鋤
=
卓
=
・q
(前
掲

)
、

一
、四
頁

.

(
2
)

ω
αq
　

N
帥三
b

N
仁
含

コ
書

繋

…

霧

・
ゴ
Φ
…

8

ユ
①
悉

α
・
量

Φ
島

ロ
。
ゴ
げ
餌
揮
¢
コ
・q
(晶削
掲
)
、
二
四
頁
、
お
よ
び

.。
・q
餌
コ
N
一ロ
帥、

闇 ■」四 」
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四

勘
定
系
列

・
記
入
規
則
の
二
種

各
種
給
付

に

つ
い
て
既

に
明
ら
か
と
な

っ
た
意
味
を

そ
れ
ぞ
れ

に
当

て
嵌
め

て
み
れ
ば
、
営
利
経
済
体

に
お
け
る
活
動
の
基
本
型
た
る

「
受
入
給
付
¢
反
対
給
付
」
、
「
完
成

(引
渡
)
給
付

¢
反
対
給
付
」

は
共

に

「
商
品
Φ
貨
幣
」

の
型

と
な
る
。

こ
れ
を
営
利
経
済
体

の
活
動

　
ユ
　

の
実
態

に
即

し

て
順
序

を

換

え

る

こ
と

に
よ
り
、
「
貨
幣

↓

商
品

」
、
「
商

品
↓

貨
幣

」
な

る
型

が
生

ず

る
。
す

な

わ
ち
、
営
利

経

済
体

の
活

動

の
基
本
型
が

蛋

幣
↓
商
品
L
・
「
曹

竪

貨
幣
」
な
る
抽
象
的
髭

に
よ

っ
て
表
現

さ
れ
得

る
と

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

の
い
う
質

で
あ

る
。

こ
こ

に
、
我

々

は
営
利

経

済
体

の
複

雑

な

活
動

の
過
程

と
錐

も

こ

の
公
式

に
み

る
如

く
極

め

て
単

純

な
姿

と

し

て
捉

え
、

し

た

が

っ

て
活
動

の
結

果

と

し

て
生

ず

る
も

の

彼

の
い
う
計

算
対

象
ー

1
も

ま

た

「貨

幣

」

・

「商

品

」

な

る

二
種

の
も

の
と
観

る

こ
と

を
得

る
。要

す

る

に
、
現

実

の
複

式

簿

記
記

録

は
、

具
体

的

に
は
通
貨

な
ど

を

「
現
金

」

と

し

て
、

あ

る

い
は
得

意

先

の
債
権

を

「
売
掛

金

」

と

し

て
と

い
う
如

く

、

会
計

の
観
点

か

ら
識

別

さ
れ

た
も

の

に

つ
い

て

の
記
録

か

ら

成

り
、

そ
れ

ら

が

総

じ

て
資

産

.
負

債

.
資

本

.
費

用

・
収

益

の
各

記
録

群

を
形

成

し

て

い
る
と

し

て
も
、

こ
れ

ら

の
五
種

の
概

念

か
ら

解
放

さ
れ

て

既
存

の
会
計

的

フ
ィ
ル
タ

ー
を

通

す

こ
と

な
く

、
営

利

経
済

体

の
活

動

の
過
程

か

ら
生

ず

る
も

の
を

全

く
新

た
な

観

点

か
ら

「
貨
幣

」

.

「
商
品

」

と
観

る

こ
と

が

で

き

る
筈

で
あ

る
と

い
う

こ
と
が

こ

こ
で
は
重

要

で
あ

る
。
と
す

れ
ば
、
斯

か

る
観
点

の
下
、
こ

こ

で
の
問

題

は
、
記

録
対

象

を

「貨

幣

」

.

「
商

品
」

と

観

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
現

実

の
複

式

簿

記
記

録

が
如

何

に
説

明

さ
れ
得

る

の
か
を
探

る

こ
と

で
な

け
れ
ば

な

ら

ぬ
。

そ

こ

で
ま

ず
、

最

も
抽

象
化

さ
れ

た

レ
ベ

ル
で
は
、
営

利

経

済
体

の
活

動

の
過
程

は
、

(
1
)

貨
幣

の
流

出

(減
少
)
ー

商
品

の
流
入

(増
加
)

(
2
)

商

品

の
流

出

(減
少
)
ー

貨
幣

の
流

入

(増
加
)
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〔図1〕

品商

[」

幣貨

翻 …「 欝
流出高

(減少)

 

「流人高

(増加)

品商

開始資本額

収益額

費用額

終末資本額

〔図2〕

貨 幣

欝1講叢露
(
3
)

貨

幣

の
流

出

(減
少
)
ー

貨

幣

の
流
入

(増
加
)

(
4
)

商

品

の
流
出

(減
少
)
1
商

品

の
流

入

(増
加
)

と

い
う

四
種

の
組

み
合

わ

せ

の
何

れ
か

に
よ

っ
て
具

現
す

る
筈

で
あ

る
。
し
た

が

っ
て
、
実

際

に
営

利
経

済

体

の
活
動

が
お

こ
な

わ

れ

る

こ
と

に
よ

っ
て
、
例

え

ば
現
金

を
受

領

し

た
と

し

て
も
、

そ

の

こ
と

に
よ

っ
て

「
資
産

」
が
増
加

し

た
と

観

る

の
で
は
な
く
、
「
貨
幣

」
が
流

入

(増
加
)
し

た

と
捉

え
、
あ

る

い
は
商

品
を

販
売

し

た

と

し

て
も
、

「収

益
」

が
発
生

し

た

と
観

る

の
で
は
な

く
、

「商

品

」
が

流
出

(減
少
)
し

た

と
捉

え

る

の

で
あ

る
。
而

も
、

そ

の

　
ヨ

　

場

合

に
は

「貨

幣

」
勘

定

と

「
商

品

」
勘
定

と

い
う

二

つ
の
勘

定

が
あ
れ

ば
、

す

べ

て
の
記

録

が
可

能

な
筈

で
あ

る
。

つ
ま

り
、
図

1

の
如

き
記
録

が
お

こ
な
わ
れ

る

こ
と

と
な

る
筈

で

あ

る
。

こ
の
記
録

は
、
極

め

て
観
念

的

な

も

の
で
あ

り
、

こ
こ

で
は

「資

本

」

の
存

在

も

、
期
間

区
分

も
捨
象

さ
れ

て

い
る
。
そ

こ

で
、
少

な

く

と
も
、
「資

本

」
の
存
在

を

活
動

の
開
始

・
終

了
時

点

に
お

い

て
考

慮

す

る
な

ら
ば

、

「貨
幣

」
勘

定
、

「
商

品

」
勘
定

の
記
録

は
そ
れ

ぞ

れ

(
4

)

図

2

の
如

き

も

の
と
な

る
。

こ
こ

で
想

起

す

べ
き

は
、

「
商

品
」

が
費

用

・
収
益

の
上

位
概
念

で
あ

る
と

い
う

こ
と

で

あ

る
。
為

に
、
彼

は
、
「
商
品

」

の
流

入

(増
加
)
高

を

「費

用
」
額

と

し

て
、
ま

た

「
商

品
」

の
流
出

(減
少
)
高

を

「
収
益

」
額

と

し

て
示

し

て
い
る
。
確

か

に
、
図

1

の
如

く
単

に

「貨

幣
」
の
流

入

.
流

出
、
「
商
品

」
の
流

入

・
流
出

と
し

て
捉

え

る
場
合

に

は
、
「貨

幣

」

・
「
商
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品

」

な

る
概

念

の
故

か
、
商

品

を

現
金

に
て
販

売

し

た
場
合

に
限

っ
て
は
現

実

の
姿

を
極

め

て
忠

実

に
反

映

し

て

い
る

か

に
思

わ

れ
た
。

し
か

も
、
「
貨

幣

」
勘

定
、
「
商

品

」
勘
定

へ
の
記

入

を
支

配

す

る
記
入

規

則

は
、
止
ハ
に

冊
借
方

に
流

入

(増
加
)
高

、
貸
方

に
流

出

(減
少
)

高

を

記

入

す

る
」
と

い
う
規

則

で
あ

る
。

し

か
し

、
図

2

の
如

く
、

「
商

品

」
勘

定

に
お

い

て

「
商

品
」

の
流

入

・
流

出

を

「
費

用
」

.

「
収
益

」

に
代

置

す

る
場
合

に
は
、

「
費

用

」

・

一
収
益

」

な

る
既
存

の
概

念

に
係

る
先

入

観

の
故

か
、

こ

こ

へ
の
記
入

を
支

配

す

る
記
入

規

則

が
如
何

な

る
も

の

で
あ

る

の
か
、

直

ち

に
は
分

明

と

は
な

ら

ぬ
。

そ
れ

は
、

果

た

し

て
図

1

の

「
商
品

」

勘
定

へ
の
記
入

を
支

配

す

る
記
入

規

則
と

同

一
で
あ

る

の
か

、
疑

問

が
生

ず

る

こ
と

と
な

る
。

こ

の

こ
と

は
、
記
入

規

則

が

一
つ
か
否

か
と

い
う

こ
と
だ

け

で
な

く
、
「
貨
幣

」

.

「商

口
…
」
な

る
捉

え
方

の

当
否

に
も

係

る
弔
要

な
問
題

で
あ

る
。

そ

こ

で
、

こ
れ

ら

の
問
題

を
検

討

す

べ
く
、
「貨

幣

」
勘
定

・

「
商

品
」
勘

定

の
記
録

内
容

を
少

し

具
体
化

し

て
み

る
と
図

3

の
如

く
な

(説
・こ

の

レ
ベ

ル
で
は
、
図

1
お

よ

び
図

2

の
如
き

最

も
抽

象
化

さ
れ

た

レ
ベ

ル
と

は
異

な

り
、
本

来

は
独

立

し

た
個

々

の
諸

勘
定

が
存

在

し
、

「
貨
幣

」

・

「
商

品

」
な

る
観
点

の
下

に

一
方

の
勘
定

系

列

が

「貨

幣

」
勘

定
系

列
、
他

方

の
勘

定
系

列

が

「
商

品

」
勘

定
系

列

と

そ

れ
ぞ

れ
看

倣

さ

れ
得

る
筈

で
あ

る
。
而

も
、
「
貨

幣
」

・

「
商

品

」
な

る
観

点

が
当

を

得

る
も

の

で
あ

れ
ば
、

一
般

に
考

え
ら

れ
得

る
勘
定

は
す

べ
て
こ
の
二

つ
の
系
列

の
何

れ
か
に
包
含

さ
れ

て
境

筈

で
あ
る
。

た
だ
、
集
合
勘
定
と
し

て
の

「貨
整

勘
定
な
る
も
の
は
現
実

に
は
存

在

し

て
い
な

い
が
、
我

々
は

こ

こ
で
は

ス
ガ

ン
ツ

ィ
ー

二
に
倣

い
、
「
貨

幣
」
勘
定

の
系
列

に
属
す

る
す

べ

て
の
個
別

的
勘

定

に
代

え

て
唯

;

の

蛋

幣
L
楚

を
措
定
し
・
ま
た

「
曹

凹
」
勘
定

に

つ
い
て
も

実
際

に
里

体
と
し
て
存
在
し
得

る
も

の
で
は
あ
る

(煙
-

同
様

に
唯

一
つ
の

「
商
品
」
勘
定
を
措
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
よ
う
な
意
味

で
の
図

3
の
如
き

「
貨
幣
」
勘
定

.

「
商
品
」

勘

定

に

つ
い
て

の
考
察

を

お

こ
な
う

こ
と

と

す

る
。

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
は
、

こ
の

「
貨
幣
」

勘

定

を

コ

般

貨
幣

勘
定

」
、

「
商

品
」

勘
定
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〔図3〕

貨 幣

名目貨幣価値の 貨幣流出額

総在高 手形債務の発生高

a.現 金 人的債務の発生高

b.貨 幣代用手段 債権の回収高

c.人 的債権 終末総在高

貨幣流入額

信川手段流入高

債権の発生高

負債の弁済高

商 品

費 月』 額 阪 蓋 額　 ～

固定設備投資高 商品販売額

商品購入高 一般 収益額

購入費額

販売費額
一般費用額1

1
(終末資纈)1(開 嫡 本額)

〔図4〕

貨

期 首在 高

a.現 金

b.貨 幣代用 手段

c.人 的債権

貨幣流入高

信用 丁三段流人高

債権 の発生高

負債の弁済高

期末在高

d.人 的債務

e.手 形債務

幣

朧無
匡 形債務の発鵠

麟 鷹 生高
期灘

b.貨 幣代用手 段

c.人 的債 権

商

固定設備投資額

商品購入高

購入費額

販売費額
一般費用額

期末資本額

品

瞬 本紅 ～
1商蹴 高
　

1一般 収益額

」

を

コ

般
商
品
勘
定
」
と
覧

・

図

3

に
お

い

て
も
、

こ
れ

ま

で
と
同

様

に
期

間

区
分

は
捨

象

さ

れ

て

い
る
。

そ

こ
で
、

こ
れ

に
期

間
区

分

な

る
条

件

を
考

慮

に
入

れ

れ
ば

、

図

4

の
如

き

記

へ
10

)

録
と
な
る
。

「
商
品
」
勘
定

に
お

け

る
記
録

に
就

い
て
、

ス
ガ

ン
ツ
ィ
ー

二
は
次

の
如
く

い
う
。

す
な
わ
ち
所
謂
商
品
勘
定
導
入

の
当
初

か
ら
、
「商

品
在
高

と
流
入
高

は
借
方
項
目

で
あ

り
、
流
出
高
は
貸
方

　
け

　

項

目

で
あ

っ
た
。
」
そ

こ
に

「
他

の
所

謂

費

用

.
収

益

勘

定

が

加

わ

っ
た

時

、

(そ
れ
ら
の
勘
定

へ
の
記
録

に

つ
い
て
は
、

こ
れ
を
)
無

条

件

に
所

謂

商

品

勘

定

と

同
様

の
記
人

規
則

に
従

っ
て
お

こ
な

わ

　
む

　

れ

た
」
の

で
あ

る
。
「
何

と
な

れ
ば

、
そ

れ

ら

は
同

一
目

的

を
遂

行

し
、

密
接

に
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馨

っ
て
い
る
加
礎
L

で
あ
る
・

以
上

の
こ
と
か
・り
、
我

々
は

「
商
品
」
勘
定

に
お
け
る
記
録
を
支
配
す
る
記
入
規
則

の
原
型
を
総
記
法

に
よ
る
所
謂
商
品
勘
定

へ
の
記
録

覧

出
す

}」
と
を
得

る
。
総
記
法

に
よ
る
所
謂
商
。
覇

定

に
お

い
て
は
、
借
方

に
商
.
㎜
在
高

お
よ
び
仕

入
高
・
貸
方

に
売
上
高
お
よ
び
商
品
棚
卸
高
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
藍

す

べ
き
は
・
特

に
貸
方
側

に
お

い
て
、
空

高

の
記
録

の
な
さ
れ

て
い
る

Ψし
と

で
あ
る
.
世

に
い
.つ
三
分
誰

よ
る
売
上

勘
定

に
お
け
る
記
録

は
・
「
総

・
純
空

高
を

示
す
が
、
理
論
的

に
は
こ
れ
を
も

.
て
収
益
勘
定
な
り
と
単
純

に
は
断
定
し
得
ぬ
」
と
の
上
口

田
教
授

の
指
摘

に
蕎

す
れ
ば
・
総
記
法

に
よ
る
所
謂
商
・
闘

定

の
貸
方

に
お
け
る
空

高

の
記
録
も
ま
た

「
収
益
」
な
り
と
は
断
定

し

得

ぬ
こ
と
と
な

る
・

こ
こ
で
は
・
そ

の
募

に
記
録
さ
れ
る
売
上
高

は
、
販
売
損
益
相
当
分
だ
け
過
小

.
過
大

と
な
る
所
謂
商
.
㎜
の
減
少

糺
飛

と
看

倣

さ

れ

る

べ
き

で
あ

る
。

と

は

い
え
・
斯

か

る
説

明

は
・

所

謂
商

品

勘
定

の

「
借
方

に
は
流

入

(増
加
)
高

が
記
録

さ
れ

る
」

}し
と
を

前
提

と

し

た
も

の
で
あ

る
.

何
れ
か

芳

に
流
入

(増
加
)
高
が
記
録
さ
れ
れ
ば
、
も
う

芳

の
反
対
側

に
は
流
出

(減
少
)
高
が
記
録
さ
れ
る
と
い
.つ
観
占
{に
立
脚
し

て
所
謂
商
品
勘
定

の
全
体
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
試

み
は
当
然

の
こ
と
と

い
い
得

る
.

し
か
し
、
図

4
の

「
商
。
m
」
勘
定

の
記
録
馨

を

見

る
限

り
・
所

謂

商

品

の
流

入
高

・
流
出

高

の
記
録

を
手
掛

か

り
と

し

て
、

増

加
側

.
減
少

側

を
規
定

す

る

}」
と

に
は
限
界

が
あ

る
よ

,つ

に
思
わ
れ
る
・
そ
こ
で
・
観
点
を
変

え
て
・
「資
杢

の
記
録

の
存
在

に
喬

し

て
み
る
と
、
そ
の
在
高

は

「
商
。
叩
」
勘
定

の
貸
方

に
記
録

さ
れ

て
い
る
・

こ
の
場
合

に
は
当

然

の

こ
と

な

が
ら
、

商

品

L
勘

定

の
貸

方

は
流

入

(増
加
)
側

を
立思
味

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

}」
の
観

点

の
下

で
は
・
所

謂

曹

…
の
売

上
高

は
、
資
本

の
流
入

(増
加
)
と
同

義

に
捉

え

・り
れ
得

る

}」
と
と

な

る
.

}し
の

▼し
と

は
、

一
般
収

益

に

つ

い

て
も
能

く
当

て
嵌

ま

る
筈

で
あ

る
。

同
様

の
観
点
か
ら
・
商

品
L
勘
定

の
借
方

の
記
録
を
分
析
す
れ
ば
、
所
謂
商
品

の
購
入
高
、
購
入
羅

、
販
売
費
額
、

一
般
費
用
額
、

更

に
は
固
定
設
鵬

入
高

に

つ
い
て
も
・

こ
れ
・り
は
す

べ
三

資
本
L
の
流
出

(減
少
)
高

と
捉
え
・り
れ
得
る
筈

で
あ

る
。

つ
ま
り
、
所
謂



101 ドイッ簿記理論における実在論的視座

商
m
㎜
の
購
入

に
よ
り
、
雷

L
が
発
生
し
た
と
観

る
の
で
は
努

、
そ
の
分
だ
け

「
資
本
」
が
減
少

し
た
と
捉
え
る
如

く
・
借
方

の
記
録

は
す

べ

三

資
本

L

の
減

少

と
看

倣

さ

れ
得

る
筈

で
あ

る
。

こ
こ

で
は
、

流
入

(増
加
)
し
た

も

の
よ

り
も
流

出

(減
少
)
し

た
も

の

に
力

占
{が
置

か
れ

て

い
る

の

で
あ

る
.
総

じ

て
、
「
商

・
㎜
」
勘

定

に
お

け

る
記
録

隻

配
す

る
記

入
規

則

は
・
「
貸

方

に
流
入

(増
加
)
高
・
借
方

に
流

出

(減
少
)
高

を
突

す

る
」
な

る
も

の
で
あ

る

こ
と

が
明

ら

か

と
な

る
.
要

す

る

に
・

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

の

い
う

「
曹

㎜
」
勘

定

に

お
け

る
、記
入
規

則

は
、

所

謂
商

・
勘

定

に
お

け

る
そ
れ

と

は
正

反
対

の
も

の
と
解

さ
れ

ね
ば

な
ら

ぬ

の

で
あ

る
・

芳

、
蛋

幣
L
勘
定

に

つ
い
て
も
、
流
入

(増
加
嵩

の
記
録

さ
れ

て
い
る
借
方

に
お
い
て
・

ま
た
流
出

(減
少
嵩

の
記
録

さ
れ

て
い

る
募

に
お
い
て
、

菟

し

て
質
を
異

に
す
る
と
田
心
わ
れ
る
項
目
が
見
出

さ
れ
得

る
.
す
な
わ
ち
・
借
方

に
お
け
る
霧

の
弁
済
高
・
貸

方

に
お
け
る
債
権

の
回
収
高

で
あ
る
。

し
か
し
、
蚕

瞥

が
現
金

の
み
な

り
ず
、
人
的
債
権

・
霧

、
手
形
債
権

・
債
務

な
ど

の
幕

代
替
手
磐

も
包
含
し

て
い
る
▼芝

を

想
起

す
れ
ば
、
我
々
は
人
的

.
手
形
債
務

の
発
生
高

そ
れ
自
体

が

蚕

幣
L
の
将
来

の
流
出

(減
少
)
を
惹
起

す
る
ー

し
奈

っ
て
・
貸

方

の
記
録
要
素
と
な
る
f

}、
と

に
着
意
す

る
甲」
と
を
得

る
.
と
す
れ
ば
、
債
務

の
弁
済
高
は
・
蚕

瞥

の
将
来

の
流
出

(減
少
)
の
消

滅

.
取
消

た

る

}」
と

と
な

り
、
為

に

蚕

瞥

の
流

入

(増
加
)
と
同

義

に
捉

え

ら

れ
得

る

こ
と
と

な

る
・

こ
の
意
味

に
お

い

て
・
そ
れ

は
・

他
の
借
方
側

の
要
素
と
同

一
視

さ
れ
得
る

の
で
あ

る
。

同
様

に
、
人
的

.
手
形
債
権

の
受
領

.
発
生
高

そ
れ
白
体
が

蚕

幣
L

の
将
来

の
流
入

(増
加
)

を
齎
す
ー

し
た
が

っ
て
・
借
方

の

記
舞

素
と
な
る
ー

し
と

に
着
目
す
る

▼」
と
を
得

る
と
す
れ
ば
、
債
権

の
回
収
高

は
、
将
来

の
流
入

(増
加
)
の
消
滅

最

消
た
る
こ
と

と

な

り
、
故

に

「
幕

」

の
流
出

(減
少
)
と
同
様

に
捉

え
・り
れ
得

る

こ
と

と
な

る
.

こ
の
意

味

に
お

い

て
・
そ

れ
は
・
他

の
募

側

の
要

素
と
厘

視
さ
れ
得

る
の
で
あ
る
.
総
じ

て
、
蚕

瞥

勘
定

の
借
方

は
流
入

(増
加
)
を
、
貸
方
は
流
出

(減
少
)
を
意
味
し
て
い
る
と
考

え

.り
れ
得

る
.
し

た

が

。
て
、

「貨

瞥

勘

定

に
お

け

る
記
録

隻

配

す

る
記

入
規

則

は
、

「
借
方

に
流

入

(増
加
)
高

・
貸

方

に
流

出

(減
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少
)
高

を
記

入

す

る
」

な

る
も

の

で
あ

る

こ
と

が
明

ら

か

と
な

る
。

ム

か
く
し

て
・
以
上

の
検
討

か
ら
・
蛋

瞥

・
商

品
L
な
る
観
点

の
ド

で
は
、
現
実

の
複
式
簿
記
記
録
隻

配
す

る
記
入
規
則

に
は
二

つ
の
も

の

の
あ

る

こ
と
・

そ
し

て
そ

の
記

入

規
則

に
従

っ
て
記
録

の
な

さ
れ

る

二

つ
の
勘
定

(系

列

)
、

す

な
わ

ち

蛋

幣

L
(鋤

定

(系

列
)

●

「商
品
」
勘
定

(系
列
三

存
在
が
明
ら
か
と
為

.
複
式
簿
記

の
勘
定

の
体
系
が
、
5

の
基
本
勘
定

に
還
、兀
さ
れ
得

る
所
以

で

あ
る
・
斯
か
る
帰
結
か
ら
・
更

に
・
我

々
は
現
実

の
複
式
籍

記
録

の
意
味

に

つ
い
て
如
製

登

し
と
を
明

り
か

に
す

る
}」
と
を
得
る

の

か
・
こ
の
問

へ
の
蟹

を
得

る
に
は
・
蛋

幣
L
勘
定

∴

商
品
L
勘
定
そ
れ
ぞ
れ
の
記
録

そ
れ
自
体

に

つ
い
て
の
雲

る
観
察

.
分
析
を

措

い

て
他

に
途

は
な

い
。

《
注
》

:

(
-
)

誓

N
葺

。

N
¢
含

コ
α
悪

邑

Φ
「
霧

匿

ゴ
Φ
・
ぎ

g

Φ
。
雲

α
・
量

Φ
コ
ー。
¢
。
7
ゴ
餌
=
仁
コ
・q

(楠剛
掲

)
、

九

頁

、

お

よ
び

.。
・q
鋤
賢
N
一コ
一.

。
』

歪

婁

ω脅

冨

ぎ

。
幕

舞

§

翼

。島

仁
・
喜

鋤
蚕

・-
(前
掲
誌
所
収
)
、

天

六
亘
。

(
2
)

。・
αq
鋤
。
量

ρ

ぎ

含

訂
諸

話

α
Φ
琶

舞

ゴ
Φ
…

ー

Φ
α
2

鳥
§

①
=
①
ロ

ゆ
置
。
ゴ
7
山
揮
ロ
郭
・q

(前

掲

)
、

.
ゴ

、.頁
.

(
3
)

こ

こ
で
は
・
副

定

」
な
る
語
を

「
勘

定

・
座

記
録
場

所

の
意
味

に
お

い
て
の
み
用

い
る
ツ、
と
と
す

る
。

(
4
)

の
αq
帥
。
N
葺

ρ

N
。
る

¢
コ
量

¢
邑

Φ
『
垂

ω
ユ
ω
・
ゴ
Φ
曇

塁

匹
費

α
§

・
=
①
コ

ゆ
ロ
。
ゴ
ゴ
蝉
=
仁
コ
・q

(
埴削
掲

)
、

、、.、二
頁

.

(
5
)

智

N
葺

。

N
ξ

・
≡

づ
α
誓

σ・
α
Φ
ー

霧

・
7
・
…

集

§

8

讐

鵠

-d
鎧
。
7
ゴ
餌
#
¢
質
-q

(晶m
掲

)
、

.繭

ー

、.五

皇

括

弧

」

奥

山

)
。

(
6
)

ω
.q
働
コ
量

。
白
費

雪

づ
設

壽

曾

Φ
・
霧

・
ゴ
Φ
…

Φ
皇

寅

g
§

Φ
=
Φ
う
ゆ
仁
。
ゴ
ゴ
餌
=
¢
コ
・q

(ぬ則
掲
)
、
、三

頁
.

(
7
)

。・
ゆq
餌
。
N
葺

。
・
穿

含

コ
鼠

藷

α
Φ
ー

霧

・
ゴ
①
鼻

§

Φ
。
2

α
§

Φ
詳
Φ
コ
ゆ
=
。
プ
7
。
胃
=
コ
・q
(前

掲
)
、

,
.
責

.

(
8
)

誓

量

∩
.
N
ま

窪

質
鼠

藷

§

Φ
鋤
霧

・
ゴ
Φ
…

§

Φ
α
臼

α
§

①
=
Φ
コ
切
=
。
プ
コ
餌
ぎ

コ
・q
(
山剛
掲
)
、
三
五
頁
.

.
.
、
四

・

、
.
一
五

頁

。

(
9
)

。・
ひq
旬
§

お

N
ξ

。
ε

コ
量

壽

α
窪

霧

爵

ゴ
Φ
曇

§

・
α
2

。
。
B

。
=
。
コ
ゆ
=
。
げ
ゴ
。
=
仁
コ
・q
(前
掲
)
、
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2. 商 品

商品購入高

購入費額

販売費額

商品販売高

4. 一 般 収 益

隠蠣 蔽 務給付

不 動 産

資本設醸r「泰 [
L

一 般 費 用

付

に対する反対給付

額

a

}
直接には商品に関

係 しない費用額

資 本

騰 茄.

 

5
.

(
10
)

ω
αq
⑳
コ
蕊
算

○

掌

Φ
「
窪

一尻
戸δ
o
冨

↓
ゴ
Φ
o
憎
㎞Φ
α
霞

恥
o
℃
O
①
一δ
鵠

切
琴

喜

巴
言

口
σq

(前

掲

誌

所

収

)
、
一
二

二
頁

。

ス
ガ

ン

ツ

ィ
ー

二
は

、
具

体

的

な
典

型

的

項

目

と

し

て
、

(
1
)
不

動

産

(
2

)
商

品

(
3
)

一
般

費

用

(
4
)

一
般

収

益

(
5
)

資

本

を

挙

げ
、

こ
れ

ら

に

つ

い

て

の
記

録

を

上

掲

の
如

き

も

の
と

し

て

示

し

て

い

る
。

(
H
)

Q。
伽窺
き

恩
員

O
・
O
一Φ
N$

一一。。
江
ω
。
ゴ
Φ
↓
7
8

「δ

α
①
噌
ロ
o
℃
℃
Φ
一ε
口

じご
琴

喜

山
一一
§

αq

(前

掲

誌

所

収

)
、

.

.
一

一
頁

(括

弧

ー

奥

山

)
。

(
12

)

(
13
)

Q。
αq
ロ。
暴

三

嘲
ρ

豆

Φ
吋
$

一翼

一。・
6
冨

↓
冨

o
駐

α
巽

8

薯

①
一鮭魯

匂d
=
。
耳

勲
一ε

畠

(前

掲

誌

所

収

)
、

、
三

一
頁

。

(
14
)

吉

田
威

、
売

上

勘

定

(
森

田
哲

彌

他

編

著

、
会

計

学

辞

典

、
中

央

経

済
社

一
九

八

三

年

、

一
三

頁

所

収

)
、

一
、.一頁

。

(
15
)

占

田

威

、
商

品

勘

定

(森

田
哲

彌

他

編

著

、
会

計

学

辞

典

、
中

央

経

済

社

一
九

八

三

年

、

一
一
一
七

頁

所

収

)

.
一
一
七

頁

。

(
16
)

ス

コ
ー

カ

ン
は

、

こ
の
点

に

つ

い

て
は

、

ス
ガ

ン

ツ

ィ
ー

二
理

論

が

、
一勘

定

理

論

と

軌

を

一
に
し

て

い

る

と

い

う

。
Qり
『
o
冨

ρ

閑
・噌
嘗

口
σ
蝕
酔
簿

σq

N
霞

口d
Φ
αq
a

口
島
¢
コ
ゆq
血
葭

話

山
一一-

ω
二
ω
。
ゴ
Φ
訂
bd
ロ
6
穿

巴
ε

コ
αq
の
-
目
冨

自

冨

(
N
Φ
一δ
o
耳

5

融

糧
じむ
ロ
。
喜

巴
ε

コ
αq
Ψ

第

一
七

巻

第

四

号

一
九

〇

八

年

、

七

.-、ー

ヒ

八

頁

所

収

)
、

七

七

頁

。

(
17
)

ω
αq
国
嵩

ヨ
一b
・
じ
δ

器
餌
=
ω
仲一ω
魯

Φ
↓
ゴ
Φ
o
『
δ

飢
2

0
0
℃
需

一9
鵠
切
琴

げ
蕃

一酔
§

αq
(
前

掲

誌

所

収

)
、

.
一
一
〇

頁

。

ス

コ
ー

カ

ン
は

、

ス
ガ

ン

ツ

ィ

ー

二
理

論

に
お

い

て

..
つ
の
基

本

勘

定

の
存

在

を
指

摘

し

て

い

る
。
そ

し

て
、

こ

の

こ
と

を

以

て
、

ス

コ
ー

カ

ン
は
、

ス
ガ

ン

ツ

ィ

ー

二
理

論

を

.一.勘

定

理

論

と

特

徴

付

け

て

い

る
。

ω
搾
o
惹

鐸

図
・"
国
貯

σ
虫
酔冨

9q
N
霞

bd
Φ
ゆq
a

等

身

口
ゆq

α
霞

『$

誇

一一ω
窪

Φ
コ

嬉ヴ
g

喜

山
一ε

コ
αq
ω
白

ゴ
Φ
o
ユ
①

(
前

掲

誌

所

収

)
、

七

七

頁

。

…㎜
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〔図5〕

貨 幣 商

現金在高

手形在高

債権在高

貨幣価値による

費用残存高

品

手形債務在高

債務在高

期末正味財産在高

固定資本設備高

(期首残存高)

商品購入高

原料購入高

材料購入高

個別費用額
…般費用額

期末正味財産額

期首正味財産額

商品売上収入

製品売上収入

給付売上収入

商品等の在庫高
一般収益額

次の計算期間の

(個別 ・一般)費 用

i割 当額

「
貨
幣
」
勘
定
、
「
商
品
」
勘
定

な
る
二

つ
の
勘
定

(系
列
)
に
よ

っ
て
複
式
簿
記

の
勘
定
体

系

が
構
成
さ
れ
、
そ

こ
に
お
け
る
各
記
録

に
よ

っ
て
複
式
簿
記

の
記
録
が
形
成
さ
れ
得

る
こ

と
は
、
既

に
明
ら
か
と
な

っ
た
。
そ
れ

で
は
、

こ
れ
ら
の
勘
定

(系
列
)
は
そ
れ
ぞ
れ
如
何
な

る
意
味
を
持
ち
、

両
者

は
如
何
な
る
関
係

に
あ
る
の
か
、

こ
の
こ
と
が

こ
こ
に
問

わ
れ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
こ
の
問
題

の
検
討

に
際
し

て
も
、
期
間
区
分
を
考
慮

に
入
れ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
は

必
要

で
あ

る
。

何

と

な

れ

ば
、

そ

の

こ
と

に
よ

っ
て
漸
く
現
実

の
複
式
簿
記
記
録

の
意
味

が
解
明

さ

れ

る

こ
と

と

な

り
得

る
か
ら

で
あ

る
。

そ
の
為

に
は
図

4
の
記
録

に
お

い
て
、

相
殺
可
能

な

も

の

に

つ
い

て
は

こ
れ

を

相

殺

し

て
み
る
と
、
図
5

の
如
き
記
録
が
生
ず

親
・図

5
よ
り
明
ら
か
な
如
く
、
「
貨
幣
」
勘
定

の
借
方

に
お
い
て
は
、
貨
幣
価
値

に
よ
る
費
用

残
存
高
が
、

そ
の
貸
方

に
お
い
て
は
、

期
末
正
味
財
産
在
高
が
そ
れ
ぞ
れ
現
れ

て
い
る
。

ま

た
、
「商
品
」
勘
定

の
借
方

に
お
い
て
期
首
残
存
高
と
し

て
の
固
定
資
本
設
備
高

.
期
末
正
味

財
産
額

が
、
貸
方

に
お
い
て
は
商
品
等

の
在
庫
高

・
次

の
計
算
期
間

へ
の

(個
別

.
一
般
)
費

用
割
当
額

・
期
首
正
味
財
産
額
が
そ
れ
ぞ
れ
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

特

に
、

商
品
等

の

在
庫
高

の
記
録

は
、

実
際
に
販
売
が
お

こ
な
わ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
が
、

販
売
さ
れ
た
も

の

と

の
仮

定

の
上

に
・
貸
方

に
お

い

て
な

さ
襲

の

で
あ

る
。
彼

に
よ
れ
ば
、
そ

の
金

額

は
、
販

五

実
在
論
的

「
複
式
簿
記
」
観

結
び
に
代
え
て
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売

の
場
合

に
予
想

さ
れ
る
貨
幣
売
上
収

入

の
大

い
さ
を
表
し

て
境

。
例

え
ば
・
「
商
品
四
万

フ
ラ
ン
な
ら
ば
・
そ
れ
は
在
庫
商
品

の
販
売

か
ら
獲
得

さ
る
べ
き
貨
幣
総
額

が
四
万

フ
ラ

ン
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し

て
境

」

の
で
あ

る
・

「
貨
幣
」

.
「
商
品
」
の
各
勘
定

の
記
録

が
期
間
区
分
を
考
慮
し
た
本
来

の
姿
と
し

て
上

の
如
き
も

の
と
な
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
記
録
内

容
か
ら

こ
れ
ら

二

つ
の
勘
定

の
繋

が
り

に
着
眼
す

る
時
、
固
定
資
本
設
備
、
所
謂
商
品

の
記
録

に
お

い
て
動
態
的
思
考

の
発
現
が
見
ら
れ

(魏
.

こ
の
点

に

つ
き
、
岡
本
教
授

は
・
雷

雰

の
思
想
を
躍

に
打
ち
出
し

て
峯

と
評
す

る
・

ま
た
・
「
幕

」
勘
定

に
お
け

る

「貨
幣
」
の
意
味
を
想
起
す

る
な
ら
ば
、
我

々
は
そ
の
背
後

に
は

「
財
産
」
概
念

の
存
在
を
看
取
し
得

る
。
正
味
財
産
な
る
概
念

の
導
き
出

さ
れ
る
所
以
に
他

な
ら
ぬ
。

こ
の
点

に

つ
い
て
、
岡
本
教
授
は

「
財
産
計
算
的
思
考

に
わ
ず
ら
わ
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
が
彼

の
理
論

の
理

解
を
困
難

に
し

て
い
る
と
評
せ
ざ
る
を
得

亀

」
と

い
う
・

か
く

て
、
ス
ガ

ン
ツ
ィ
ー

二
理
論

に
お
い
て
、
部
分
的

に
動
態
的
思
考
が
顕
現
し

て
は
い
る
も
の
の
、
「
財
産
」
概
念

の
下

で
の

「貨
幣
」

の
把
握

は
依
然
と
し

て
静
態
的
思
考

の
表
れ

で
あ
り
、
従
来

の
物
的
勘
定
理
論
、
す
な
わ
ち

「静
態
的
」
観
点

に
立
脚
し
た
理
論

か
ら

の

脱
却
を
志
向
し
た
彼

の
理
論

は
、
結
局

の
と

こ
ろ

「
動
態
的
」
観
点
と

「
静
態
的
」
観
点

と
を
併
せ
持

つ
理
論

で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
し
か
し

こ
こ
で
は
、

こ
の
こ
と

の
適
否

は
問
題

で
は
な

い
。
我
々
が
着
意
す

べ
き

は
、
現
実

の
す

べ
て
の
複
式
簿
記
記
録
を

「
貨

幣
」
勘
定

に
お
け

る
記
録
と

「商
口
㎜
」
勘
定

に
お
け
る
記
録
と

に
纏
め
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
何
が
明
ら
か
と
な
る
の
か
、

こ
の
こ
と
に
尽

き
る
。
そ

こ
で
、
図

5
に
お
け
る
、

こ
れ
ら
二

つ
の
勘
定
お
よ
び
そ
の
記
録

に

つ
い
て
、
更

に
詳
し
く
考
察
せ
ね
ば
な

る
ま
い
。

ま
ず
、
「
貨
幣
」
勘
定

に

つ
き
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
記
録

は
、
実
際

に
は
具
体
的
な
個
別
諸
勘
定

に
お
い

て
な
さ
れ
る
筈

の
記
録

が

一
つ

の
勘
定

に
集

め
ら
れ
た
時

の
記
録

に
他
な
ら
ぬ
こ
と
が
留
意

さ
れ

て
然
る

べ
き

で
あ

る
。
而
も
、
図

4
で
は
す

べ
て
総
額

に
て
示

さ
れ
て

い
た
各
項
目
が
、
純
額

に
て
示

さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
為

に
、
こ
の

「貨
幣
」
勘
定

の
記
録
は
、
「
現
金
、
貨
幣
代
用
手
段
、
債
権

・
債

務
、
し
た
が

っ
て
実
際

の
交
換
手
段
価
値
お
よ
び
虚
構

に
よ
り
抽
象
的
な
貨
幣
性

に
還
元
さ
れ
た
具
体
的
な
生
産
手
段

の
氣
講
」
結
果
を
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示

し

て
い

る
。

彼

は
、

こ

こ
に
お

け

る
記
録

が
す

べ
て

の
統
制

の
結
果

で
あ

る

と

い
う
。

そ
れ

で
は
・
彼

の

い
う
統

制

と

は

一
体
如

何

な

る
意

味

で
あ

る

の
か
。
彼

に
よ
れ
ば

、
統

制

は
、
↓
具

体
的

事
実

(把
握
可
能
な
数
量

.
価

値
変
動
)
の
み
に
戦

肥
L
・
そ
れ

に
は
技
術
的
統
制

(数
量
統
制

・
現
・鵜

)
と
経
済
的
統
制

(価
値
翫

と
が
あ

る
の
で
あ
る
.
と
は

い
え
・
彼

は
・
「
貨
幣

」
に

つ
き

、
「技

術
的

統

制

は
外

国
通

貨

こ

の
場
合

に
は
通
常
商

品

性

を
帯

び

る

(例
え
ば
銀
行

に
お
け
る
が
如
く
)

1

の
際

に
は
お

こ
な
わ
れ
得

る
が
・
内
国
通
貨

の
場
A
・
に
は
考

え
ら
れ
得
鎚

」
と
い
う
。

こ
こ
で
は
、
寧

ろ

蛋

幣
お
よ
び
そ
の
代

用
手
段

に
お
い
て
は
純
粋

の
名
目
価
値

が
生
菱

L
為

に
、

二
種

の
統
制

の
結
果

に
差
異

の
生
ず

る
余
地
は
な
く
、
内
国
通
貨

に

つ
い
て

は
経

済
的

統

制

(価
値
統
制
)
を

以

て
す

れ
ば

充
分

で
あ

る
と
考

え
ら

れ

て

い
る
と
解

す

べ
き
か
。

い
ず

れ

に
せ

よ
、
少

な
く

と
も

彼

の
指

摘

か

ら

「貨

幣

」

が
、

専

ら
経

済

的
統

制

(価
値
統
制
)
と
関

わ

っ
て
い
る

こ
と

は
明

ら
か

で
あ

る
。

　
め
　

そ

の
よ

う
な
、

「貨

幣
」

に
係

る

「
価
値

統
制

と

し

て
の
統

制

の
範

囲

は
、

名

目
価

値

の
在
高

.
変
動

に
限

ら

れ

て
い
る
」

の

で
あ

る
。

へ
お

　

し

か
も

・
「
そ

の
価
値

の
大

い
さ

は
、
た
だ
具
体

的

な

把
握

可
能

な

過
程

、
す

な

わ
ち
流

入

・
流

出

に
よ

っ
て
の
み

影
響

さ

れ

る
」
に
過

ぎ

ぬ
。

し

た
が

っ
て
、

「
貨
幣

」

の
流

入

・
流
出

の
把
握

が
充
分

で
あ

れ
ば
、

「
貨

幣
」

の
名

目

価
値

の

「
在
高

お
よ
び

変
動

は
、
厳

重

な
統

制

を
受
け
る
こ
と
を
難

」

こ
と
と
な
る
。

こ
の
統
制

の
担

い
手

こ
そ
が

蛋

幣
L
勘
定

に
他
な
・b
ぬ
の
で
あ
る
。

か
く

て
、
我
々
は
Ψし

こ
に

蚕

幣
L
勘
定
を

「
統
制
軌
響

と
犠

付
け
る
こ
と
を
得
る
・
人
あ

っ
て
・
こ
れ
を

茗

目
価
値
統
鑑

魁
」
と
称
し
、
自
ら

晋

幣
統
制
勘
定
L
と
も

脳

・

し
た
が

っ
て
、
蚕

幣
L
勘
定
系
列
は

「統
制
勘
定
」
系
列
と
看
倣

さ
れ
得
る
。

以
上

の

こ
と

か

ら
、
前

述

の
統

制

の
結

果

と
は
斯

か

る
意

味

で
の
統

制

の
結
果

と
考

え

ら
れ

得

る
と

し

て
も
、
そ
れ

で
は
何
故

「
貨

幣
」

勘
定

に
お

け

る
統
制

、
す
な

わ

ち

「統

制
勘

定

」
が
必

要

な

の

で
あ
ろ

う
か
。

ス
ガ

ン
ツ
ィ
ー

二
は
、
「
人

が
、
あ

り
得

べ
き
計
算

の
誤

り
、

支

払

い
、

受
領

、

損
失

、
窃

取

の
手

掛

か

り
を
得

る

た
め
、

そ

の
都
度

の
在
高

が
実

際

に
生
起

せ

る
運
動

の
結
果

た

る

こ
と

の
証
拠

を

得

よ
う
と
妻

と
い
う
・
更

に
・
天

的
性
箏

持
た
ぬ
貨
幣
代
用
手
段

に

つ
い
て
も
同
様

の
こ
と
が
妥
当
妻

と
も

い
う
.

こ
の
こ
と
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か
ら

我

々
は
、

彼

に
あ

っ
て

「
貨
幣

」

勘
定

に
お

け

る

「
貨

幣
」

運
動

の
捕
捉

ー

す

な

わ
ち

「
貨
幣

」

の
統

制
ー
ー

に
よ

っ
て
・

そ

の

都
度

の

蛋

幣
」
在
高

の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
得

る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
看
取
し
得
る
。
し
た
が

っ
て
・

三

し
に

蛋

幣
」
勘
定

に
お

け

る
統

制

、
す

な

わ
ち

「
統
制

勘

定
」

の
意

味

は
、
「
貨
幣

」
在
高

の
正

し

さ

の
証

明

に
あ

る

こ
と

が
明

ら
か

と
な

る
。
こ

の
為

に
は
・

貨

幣

運
動

の
記
録

が

そ

こ

に
お

こ
な

わ
な

け
れ

ば

な
ら

ぬ

の

で
あ

る
。

ま
た
、
「
統
制
が
事
実
、
つ
ま
り
状
態
あ
る
い
は
経
過
を
客
観
的

に
確
定
す
る

施

」
で
あ
り
・
状
態

に
係

る
統
制

が
静
的
統
制

(
(24
)

棚
卸
)
・

経
過

に
係

る
統
制
が
動
的
統
制

(継
続
的
離

)
で
あ
る
と
の
彼

の
矯

に
醤

す
る
時
・
我

々
は
等
し
く
期
間
区
分
を
憲

に
い
れ
た
も

の

で
あ

り
な

が
ら

、
図

4

の

「
貨

幣
」
勘

定

が
動

的
統

制

(継
続
的
記
録
)
の
み

に
関

わ
り

為

に
総
額

に
よ

る
表

示
が
望

ま
し

い
ー

1
・

図

5

の

蛋

幣

L
勘

定

が
更

に
静

的

統
制

(棚
卸
)
の
影

響

も
受

け

て
い

る

こ
と

に
気
付

く
。
、

と

す
れ

ば
、

我

々

は
・

こ

の
図

5

の

蛋

幣
L
勘
定
が

「餐

残
高
航
塵

ー

「全
体
統
制
軌
艘
」
ー

あ
る
い
は

「難

灘
」
と
し
て
の
箸

を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
い

得

る
。

そ
し

て
、

そ

こ
で
は
統
制

の
結

果

と

し

て
、
最

終
的

に

は
期

末

正
味

財
産

が
表

示

さ
れ

て
い
る

こ
と
を
我

々

は
・

看

過
し

て
は
な

ら

ぬ
。

か
く

て

こ

こ
に
、
貨

幣

運
動

の
記
録

に
よ

っ
て

「
貨
幣

」

勘
定

に
お

い

て
正
味

財

産

が
表
示

さ
れ
得

る

こ
と

が
明

ら
か

と

な

る
。

以
上

の
如

き
意

味

を
有

す

る

「
貨

幣
」

勘
定

に
対

し

て
、

「
商
品

」

勘

定

は
、

一
体
如

何

な

る
意
味

を
持

つ
の

で
あ

ろ

う
か
。

ス
ガ

ン

ッ
ィ
ー

二
に
よ
れ
ば
、

例

え

ば

「
我

々

が
千

フ
ラ

ン
の
金
額

の
商

品

購

入
高

を

『
商

品
』

勘
定

に
記
録

す

る
時
、

我

々
は
決

し

て
そ

の

こ

と

を

以

て
千

フ

ラ

ン
の
商
品

価

値

が
流
入

し

た

こ
と
を
示

そ
う

と
す

る

の

で
は
な

く
、

一
定

数

量

の
商
品

を

調
達

す

る
た

め

に
千

フ
ラ

ン

の
支

出

を
被

っ
た

こ
と

を
示

そ
う
と

し

て
い
る

の

で
あ

る
。

購

入
高

の
記
録

と
購

入

費
額

の
記
録

と

は
同

一
の
も

の

で
あ

り
・

両
者

は
共

に
貨
幣
支
出

の
記
録

を
意
味
し

て
麺

.
」

つ
ま
り
、
彼
に
あ

っ
て
は
・
「
商
品
」
勘
定

に
お

い
て
・
商

。
加
価
値
お
よ
び
商
品
価
値
覇

が

記
録
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
て
疑

曜
L
の
で
あ
る
。
彼
に
よ
誌

購
入
価
額
の
総
禦

交
換
行
為
の
瞬
間
に
お
け
る
商
品
量
の

持

つ
交
換
価
値
と
看
倣

さ
れ
得

る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
現
実

の
商
品
価
値

と
は
看
倣

さ
れ
得
な

い
の
で
あ
る
。
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更

に
・
彼

は

「
租
税

の
支
払

い
が
記
録

さ
れ

て
も
、
人

は
そ

の
こ
と

に
よ

っ
て
何
ら
か

の
国
家
的
用
役

.
給
付

の
価
値
を
示

そ
う
と
は

思

っ
て
い
焦
曜
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
商
品
購
入
価
値

の
記
録
と
租
税

の
支
払

い
額

の
記
録
と

の
間

に
は
何
ら
の
相
違

も
存

し

亀

」

と
彼

は

い
う
。

両

者

は
、

と
も

に
貨
幣

の
支

出

と

い
う
点

に
お

い

て
共

通

し

て

い
る

の

で
あ

る
。

と
す

れ
ば
・
同
様

の
観
点

か
ら
、
彼

の
い
う

「
収
益
」

の
記
録
も
ま
た
貨
幣
収
入
と
い
う
点

に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
と
看
倣
さ
れ
得

　
　
　

る
筈

で
あ

る
・

総

じ

て
、

「
費

用

お

よ
び
収

益

は
、

そ

の
外

面
的

具
体

的

形
態

に
お

い

て
は

『
商

・
㎜
』
運

動

と

し

て
現

れ

る
」

が
、

記

録

　
あ
　

に
際

し

て
は
、
貨

幣

運
動

か

ら
抽

出

さ

れ

る
特
性

に
従

っ
て
、

貨
幣

の
流

入

・
流
出

と

し

て
取

り
扱

わ

れ

る
」

と
観

る

の

で
あ

る
。

こ

の

故

に
・
彼

は

商

品
L
勘
定

に
お

い
て
は
・
蛋

幣
覇

が
特
別

の
葺

の
た
め

に
記
録
さ
れ

て
暴

、
あ

る
い
は

「
純
計
箭

な
観
占
{

　
が
　

か

ら
、
貨

幣

運
動

の
特
殊

な

分
類

・
整

理

が

お

こ
な

わ
れ

て

い
る
」

と

主
張

す

る
。

斯
か
る
見
解
か
ら
明

ら
か
な
暫

、
特
別

の
計
算

の
た
め
、
あ
る
い
は
純
計
算
的
な
観
占
州か
.り
、
「商
.
㎜
」
勘
定

に
お

い
舖

、
貨
幣
運

動

が
記
録

さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。
要

す

る

に
、
「商

品

」
勘

定

に
は
、
貨

幣

運
動

が

「
専

ら
計
算

の
た

め

に
記
録

さ

れ

て
い
る
」

の
で
あ

る
・
彼
が
・
「
商
品
莇

定
を

「計
鑑

魁
」
と
特
徴
付

け
る
所

以
に
他
な
ら
ぬ
・

こ
れ
は
ま
た
、
「
純
計
鑑

鷲
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も

あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

「
商

品

」
勘
定

系

列

は
、

「
計
算

勘

定

」
系

列

と
看
倣

さ
れ
得

る
。

そ
れ

で
は
、
彼

が

「特

別

な
計

算

」
、
「
純

計
算

的

」
と

い
う
場

合

の
計

算

と

は
、
如

何

な

る
も

の
で
あ

る

の
か
。

ま

た
、
何

故

「
商

品
」

勘
定

に
お

け

る
計

算

、

す

な

わ
ち

「計

算

勘
定

」

が
必
要

で
あ

る

の
か
。

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二
に
よ
れ
ば

、
「
我

々
は
第

一
の
費

用

を
現

金
勘

定

に
、
第

二

の
費

用
を
或

る
債
権
者

の
勘
定

に
、
第

三

の
費

用
を
手

形

勘
定

に
見
馳

」
如
く
・
蛋

幣
運
動

は
、
そ
れ
が
相
互

に
区
別

さ
れ
、
分
解
さ
れ
、
多
種
多
様
な
個
別
勘
定

に
記
録
さ
れ
る
が
故

に
、
そ

の

『費
用
』
・
『
収
益
』
と
し

て
の
意
義
を
蕊

L
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
商

品
L
勘
定

に
お

い
て

「費

用
」

・

「収
益
」
の
記
録
が
な
さ

れ

て
い
る
と
彼

が
主
張

す

る
理
由

が
在

る
。

つ
ま

り
、
「
貨

幣

」
勘

定

に
お

い

て
記
録

さ
れ

て
い
る
と

は
看

倣

さ
れ
得

ぬ

「
費

用
」

.

「
収
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益
」

の
記
録

の
担

い
手

こ
そ
が
、
他
な
ら
ぬ

「
商
品
」
勘
定
な

の
で
あ
る
。

こ
の

「
商
品
」

勘
定

に
お

い
て
は
、

「
貨
幣
」

勘
定

に
お

い
て
既

に

}
度
捕
捉
さ
れ
て
い
る
貨
幣
運
動

と
同

一
の
そ
れ
が
今

一
度

「
費

用
」

.

辰

益
L

と
し

て
計
算
的

に
比
較

さ
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
正
味
財
産
が
算
出
さ
為

と
彼

は
い
う
・
厳
密

に
は
・

喪

用
L

.

辰

益
」

の
比
較

に
よ
る
純
収
益

の
算
出

で
窒

.
し
か
し
、
「商
品
」
勘
定

の
貸
方

に
は
期
皇

味
財
産
額
が
一否

れ
て
お
り
・
為

に
純

収
益

の
額
そ
れ
自
体

が
直
接
算
出
さ
れ

る
わ
け

で
は
な
い
。
「商
品
」
勘
定

に
お

い
て
直
接

に
算
出

さ
れ
る
も

の
は
・
飽

く
ま

で
も
期
末
正

味
財
産
額

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
商
品
」
勘
定

に
お
け
る
計
算
、
す
な
わ
ち

「計
算
勘
定
」
の
意
味

は
、
正
味
財
産

の
計
算

に
あ
る

こ

と
が
明
ら
か
と
な

る
。

}」
Ψ」
で
、

ス
ガ

ン
ツ

ィ
⊥

百

り

「
費

用
」

.

「
収

益
」

な

る
概

念

を
用

い

て
は

い
る
も

の

の
、

少

な

く

と
も
記

入
規

則

を
手
掛

か

り

と
す

る
限
り
、
「
費
用
」
に
相
当
す

る
も

の
は
資
本

の
減
少
分
と
し

て
、
ま
た

「
収
益
」
に
相
当
す

る
も

の
は
資
本

の
増
加
分

と
し

て
、
そ

れ
ぞ

れ
捉

え
、b
れ

て

い
る
と
解

さ

れ
得

る

}、
と
を

想
起

す

れ

ば
、
我

々

は

こ
の
資

本

が
正
味

財
産

の
謂

で
あ

り
・
「曹

㎜
」
勘

定

に
お

い

て

は
、
正
味
財
産

の
増
加

.
減
少

の
観
点
か
、b
貨
幣
運
動
が
捕
捉

さ
れ

て
い
る
と
考
え
る

こ
と
を
得

る
。
か

く

て
・
我

々
は
・
「
商
品
」
勘
定

に
お
け
る
記
録
が
期
末
正
味
財
産
額

の
算
出
を
そ

の
目
的
と
し

て
い
る
と
い
い
得
る
。

こ
れ
ま

で
の
検
討

か
ら
、
「
貨
幣
」
勘
定
お
よ
び

「
商
品
」
勘
定

に
お

い
て
、
と
も

に
正
味
財
産

の
算
出

・
表
示

の
な
さ
れ

て
い
る
こ
と

が
明

り
か
と

な

っ
た

。
す

な

わ
ち

、
正

味

財
産

の
.
董

表

示

で
あ

る
。
而

も
、

万

で
は
統

制

に
よ
り
分

析

的

に
・
他

方

で
は
計
算

に
よ

り
総

A
口
的

に
表

示

さ

れ

て
い
る
と

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

は

騒

.

し

か

し
、

こ

こ
で
注

意

す

べ
き

は
・

既

に
明

ら
か

な
如

く
・

統
制

が

蚕

幣

L

勘
定

に
固
有

の
技
術

で
あ

る
と

い
・つ
}、
と

で
あ

る
。
更

に
、

現

実

の
複

式
簿

記

記
録

に
お

い

て
は
、
図

5

の
如

き

蚕

幣

L

勘
定

が

考
え
.り
れ
得

る
と
す

れ
ば
、
蚕

幣
L
勘
定

に
お
け
る
正
味
財
産

の
算
出

表

爪
と

は
、
彼

の
い
う
静
的
統
制
・
す
な
わ
ち
棚
卸
を
経

た
も

の

で
あ

り
、

こ

の
意

味

に
お

い

て
、

そ

れ

は
正

に
実

際

上

の
正

味
財

産

の
算

出

・
表

示

に
他

な

ら

ぬ
。
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万

・
統
制

と
は
無
縁

の
如
く
思
わ
れ
る

「商
品
」
勘
定

に
お
け
る
正
味
財
産

の
算
出

.
表
示
は
、
彼

の
い
・つ
動
的
統
制

の
結
果
と
考

え
ら
れ
得

る
と
す
れ
ば
・

こ
の
意
味

に
お

い
て
、
そ
れ
は
正

に
計
算
上

の
正
味
財
産

の
算
出

.
表
示
と
解
さ
れ
る

べ
き
も

の
に
他
な
ら
ぬ

こ
と
と
な
る
。
か
く

て
、

こ
こ
に

「
貨
幣
」
勘
定
と

「
商
品
」
勘
定
と

の
関
係
が
実
際
L

の
正
味
財
産
と
計
算
上

の
正
味
財
産
と
の
照
合

に
あ

る

こ
と

が
明

ら

か
と

な

る
・
岩

田
教

授

に
倣

え
ば
・

我

々
は

こ
れ
牽

計

算

と
事

実

の
昭
…鉾

と

で
も

い
う

べ
き

か
.
要

す

る

に
、

　
れ

　

い
わ
ば
ゾ

レ
ン
と

イ

ス
ト
の
併

存

で
あ

る
。

蚕

瞥

勘
定
と

商

品
L
勘
定
と

の
関
係

が
斯

く
の
如

く
捉
え
ら
れ
得

る
と
す
れ
ば
、
「
貨
幣
」
勘
定

に
お
け
る
統
制
は
、
最
早

蛋

瞥

勘
定

そ
れ
自
体

の
内
部
的
な
も

の
で
は
な
く
、
蕎

品
L
勘
定

に
も
及
ぶ

こ
と
が
明

り
か
と
な

る
。

ス
ガ

ン
ツ
ィ
上

が
、
「
統
制
お

よ
び
統
制
勘
定
は
霧

さ
に
お

い
て
計
算
お
よ
び
計
蕩

定

に
蟻

」
と

い
う
質

で
あ
る
。

こ
の
意
味

に
お

い
て
、
我

々
は
、
「統
制
勘

　
れ

　

定

」

と

「計

算

勘
定

」

と

は
相
倹

っ
て
正

味
財

産

の
算

出

・
表

示

を

お

こ
な

う

と

い
い
得

る
。

更

に
・
二
裏

示

に
関
し

て
、
蚕

整

勘
定
、
「曹

…
」
勘
定
が
と
も

に
貨
幣
運
動
を
捕
捉
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
万

に
お
け
る
貨

幣
覇

・

他
方

に
お
け
る
商
品
運
動

の
二
重
論

」
と
は
、
実

は
貨
幣
運
動

の
二
裏

示
を
意
味
し

て
い
る
と
解
さ
れ
る

べ
き

で
あ
る
。

何

と

な
れ

ば

・

;

の
項

目

が
貨
幣

運

動

に
よ

っ
て
も

た

ら
さ

れ
、

こ

の

「
;

の
項

目

が
、

、
董

に
記

録

さ
れ

る
が

故

に
、
同

あ

貨

幣
運

動

の
二
重

の
記

録

が
生

為

」
の

で
あ

り
、
そ
れ
故

に

コ

度

は
統
制

の
た
め

に

『
貨
幣

』
勘

定

へ
、
、
度

目

は
計
算

の
た

め

に

『
商

品
』

難

郡
)L

の
貨

幣

運
動

の
記
録

が

な

さ
れ

て
い
る

と
考

え
ら

れ
得

る
か

・り
で
あ

る
。

し

た

が

っ
て
、
我

々
は
、

▼」
}」
に

蛋

幣

L
勘

定

、

「
商

品
」

勘
定

に
お

け

る
記
録

は
貨

幣

運
動

の
、
一重

記
録

と
看

倣

し
得

る
。

蛋

幣
L
勘
定
と

「商
品
」
勘
定
と

に
お
け
る
記
録

の
意
味
、
す
な
わ
ち

「
統
制
勘
定
」
と

「
計
算
勘
崖

に
お
け

る
記
録

の
意
味
、
更

に
は
両
勘
定

の
関
係
が
以
上

の
如
く
捉
え
ら
れ
得

る
と
す
れ
ば
、
漸
く
こ
こ
に
到

っ
て
、
現
実

の
複
式
簿
記
記
録

の
意
味
が
貨
幣
運
動

の

二
重
記
録

に
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
見
出
し
得
る
根
拠
が
、
蛋

瞥

勘
定

.
「
商
。
㎝
」
勘
定
な
る
勘
定
分
類
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に
あ
り
、
更

に
こ
の
勘
定
分
類
が
現
実

の
基
盤

た
る
営
利
経
済
体

の
活
動

の
基
本
型
を
拠

り
所
と
し

て
い
る
と
す
れ
ば
・
我

々
は
・

こ
の

勘
雰

類
、
す
な
わ
ち

「
統
制
勘
定
」

.

訂

算
勘
定
L
な
る
分
類

は

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

の
自
負
す

る
如

く
・
「
肇

に
即
し
た
勧

」
で

あ

る
と

い
い
得

る
。
彼

が
、
、日
ら

の
理
論

を

「
実

在
論

的

」

と
称

す

る
所

以

に
他

な

る
ま

い
。

か
く
し

て
、
以
上

の
検
討
か

り
、

ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

理
論

の
依
拠
す
る
実
在
論
的

覆

式
簿
記
L
観

の
F

で
は
・
現
実

の
複
式
簿
記

記

録

の
意
味
が
貨
笹

動

の
二
重
記
録

に
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な

る
。
我

々
は
、
斯

か
る
観
点

に
痴

す
る

こ
と
に
よ

っ
て
・
複
式
籍

の
体
系

の
基
磐

る
営
利
経
済
体

の
活
動

の
禁

型
を
抽
出
し
得
る
の
で
あ
る
。

そ
し

て
、

そ
の
基
本
型

に

つ
き
・
蚕

幣
L

.

商

。
…
L

な
る
概
念
を
援

用
す

る
ツし
と

に
よ

.
て
、
我
々
は
現
実

の
複
式
簿
記

の
記
録
対
象
を

蚕

瞥

・

「
曹

…
」
と
捉
え
る

こ
と
を
得
る

の
で

あ
る
。
更

に
は
、
斯
か
る
観
点

の
ド

に
、
現
実

の
複
式
簿
記

の
勘
定
体
系

に

晋

瞥

勘
定
系
列
と

「
曹

…
」
勘
定
系
列

と
の
二
種

の
系

列

の
存

す

る

▼」
と
、

ま

た

そ
れ

ぞ

れ

の
系

列

に
お
け

る
記

入

を
支

配

す

る
記

入
規

則

に
も

.
↓種

あ

る

こ
と

が
明

ら

か
と

な

る
・

然

し

て
ま

た
、
蚕

幣
L
勘
定
、
高

。
…
L
勘
定

の
そ
れ
ぞ
れ

の
記
録

の
意
味

を
探
究

し
た
結
果
と
し

て
、

こ
れ

ら
は

「
統
制
勘
定
」

・

「計
蕩

定
」

と
特

徴
付

け

.り
れ

る

べ
き
性

質

の
も

の

で
あ

る

こ
と
、

そ
し

て
両

者

は
と
も

に
正

味

財
産

の
算

出

表

示

を

そ

の
目

的

と

し
・
更

に
・

そ

れ

ら

の
照

合

が
意

図

さ
れ

て

い
る

こ
と
も

明

ら
か

と
な

る

の

で
あ

る
。

以
上

の
▼し
と

は
、
ス
ガ

ン
ツ
ィ
⊥

が
複
式
簿
襲

コ

つ
の
自
己
完
結
的

な
勘
定
体
系

(竃

Φ釜

。
.・.・§

瓢
閑
。
曇

..
誓

邑

に
お

け
る
集
約
以
外

の
な

に
も

の
で
な

蝉

と
観

て
、
貨
幣
運
動

の
個

々
の
籐

に

つ
い
て
の
分
析
的
統
制

・
お
よ
び
正
味
財
産

の
算
定

の

た
め

の
同

一
の
貨
幣
運
動

の
畷

上

の
対
比

と
し

て
}、
れ
を
相
心定
為

と

こ
ろ
に
端
的

に
表
れ

て
い

る
.

.
董

記
録

の
理
由
も
・
余
分
と

も

思

え

る
二
度

の
記
録

の
理
巾

も

、

そ

}」
に
求

φ

り
れ
得

る

の

で
あ

る
。

こ
れ

こ
そ
が
、

実
在

論
的

覆

式
簿

記
L

観

の
下

に
探

究

さ
れ

た
複
式
簿
記

の
目
的

に
他
な
ら
ぬ
。
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問
題
の
提
起

勘

定

学
説

史

上

異
彩

を
放

つ
ス
ガ

ン
ツ

ィ
主

理
論

が
、
こ
れ

ま

で
の
検

討

か

・b
明

り
か
な

如

く
、
或

る
と

}」
ろ

で
は
静

態

的
思
考

が
、

他

の
と

こ
ろ
で
は
動
態
的
思
考
が
顕
現
し

て
い
る
と
し

て
も
、
そ
の
説
明

を
よ
く
吟
味
す
れ
ば
、
静
態
的
観
点

に
立
脚
し

つ
つ
、
部
分
的

に
動

態

的

思
考

を
採

り
入

れ

た
も

の

で
あ

る

こ
と

は
、

明

ら

か

で
あ

る
。

こ
の
点

に
係

り
、

馬
場

教

授

は
、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

鍾

論

を
評

し

て
次

の
如

く

い
う
・

い
わ
く

「彼

が

w

(「商
邑

勘

定

を

も

.
て
費

用

収
益

の
勘

定

と

し

た

}」
と

は
き
わ

め

て
卓
抜

し

た
見
識

と

い
わ

な

け
れ

ば

な
ら

な

い
。
と

い
う

の
は
、
商

品

、
固
定

資

産
、
原

材
料

な
ど

W

(「商
品
」
)
系
統

の
勘
定

項

目

は
、
資
本

循

環
過

程

に
お

い

て

す

べ

て

(所
謂
)
商

曇

の
)
生

産
費

に
転
化

し
、

や
が

て
収

益

と

な

.
て
現

れ

る

も

の

で
あ

る
か

り
で
あ

る
。
他

方

、
彼

が

G

(蚕

幣
L)

勘

定

を

も

っ
て
在

高
管

理

の
勘
定

と
し

た

こ
と

も
優

れ

た
見

解

で
あ

る
。

な
ぜ

な

.b
ば
、

貨
幣

は

一
般

に
資
本

の
投
下

形

態

で
あ

り
、

し

た
が

っ
て
ま

た

や
が

て
は
費

用

に
転

化

す

る
過

程

に
あ

る
も

の
な

の

で
あ

る

が
、

し
か

し
他

面

に
お

い

て
そ
れ

は
資
本

の
回

収
形

態

で
も

あ

り
う

る

の
で
あ

り
・
ま

た

そ

れ
は
貯

蔵
形

態

と

も

な

り
、
分

配

の
た
あ

に

蒔

保

有

さ

れ

る

}し
と

の

で
き

る
も

の

で
あ

る
か

.り
で
あ

る
。

そ
れ

は

い
ず

れ

の
方

向

に
も
運

動

し

う

る
機

能

を

も

つ
も

の

で
あ

り
、

こ
れ
を

芳

的

に
投

下

形
態

と

の
み
規

定

し
、
w

(商

.
叩L
)
系

統

の
勘
定
項
目
と
と
も

に
、

こ
の
幕

を
費
用
形
態
と

し
て
把
握

し
よ
・つ
と
し
た

シ

ュ
マ
ー

レ
ン
バ

ッ
ハ
の
動
的
貸
錯
対

昭
装

理
論
が
結

局
・

現

金
項

目

の
説

明

に
窮

し

た

こ
と

に
徴

す

れ
ば

、

ス
ガ

ン

ツ
ィ
⊥

あ

洞
察

の
深

さ

に
は
驚

か

さ
れ

る

の

で
あ
る
。
L

斯
か
る
馬
場
教
授

の
指
摘

に
い
み
じ
く
も
言

い
表
さ
れ

て
い
る
如

く
、
通
途

に
動
態
的
観
点

に
立
脚

し
た
理
論

の
始
祖
と
目
さ
れ

て
い

る

シ

ュ
マ
ー

レ

ン
バ

ッ
ハ
理

論

の
難

点

を

ス
ガ

ン
ツ

ィ
ー

二
理
論

が

既

に
克

服
-

時

期

が
前

後

す

る
と

は

い
え
ー

し

て

い
る
と

す

れ

ば
・
而
も
我

々
の
当
面

の
課
題
が
従
来

の
静
態
的
観
点

に
立
脚
し
た
理
論

に
お

い
て
捨
象

さ
れ

て
い
る

「費
用
」

.

「
収
益
」
な
る
概
念

　
　
　

に
着

目

す

る

こ
と

に
よ

っ
て
そ

こ

に
は
如

何

な

る

覆

式
簿

記
L

観

が
生

ま

れ

る
か

と

い
・つ
}」
と

に
あ

る
と
す

れ

ば
、

ス
ガ

ン
ツ

ィ
ー

二



理
論

に
み
、り
れ
る
動
態
的
思
考

の
精
緻
化

に
ひ
と
す

じ
の
光
明
が
見
出
さ
れ
得

る
よ
う
に
思
わ
れ

る
・

そ
の
思
考
を
徹
底

し

て
展
開
す

る

甲」
と
に
よ
り
、
新

た
な
理
論

の
生

ま
れ
る
余
地
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
理
論

に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
得

る
現
実

の
複
式
簿
記
記
録

の
意
味

は
果
た
し

て
如
何
な
る
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
更
な
る
簿
記
理
論

の
討
究
が
続
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
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(
-
)

ω
σq
山
コ
N
㎞づ
お

豆

①
門
㊦
巴
霧

§

日
ぎ

g

α
①
「
§

翼

Φ
島

尋

藝

§

αq

(
前
掲
誌
所
収

)
・

二
・∴
七
頁
・

(
2
)

(
3
)

(
4
)

ω
・q
勲
口
N
一ロ
お

∪
壽

量

葺

島

ぴ
§

Φ
量

§

星

Φ
コ

。。
9

ぴ
藝

壽

(前
掲

誌
所
収
)
・

壬

・天

頁
・

(
5
)

し
か
し
、
「年
度
費
用

り

つ
ち
次
期

の
負
担
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
部
分
を
決
定
し
、
そ
し

て
差
額

と
し

て
間
接
的
に
経
過
年
度
に
課
サ

b
れ
る
べ

き
部
分

を
決
定
す

る
」

と
い
・つ
見
解

に
は
、
静
態
的
思

考

が
顕

現
し

て
い
る
と

い
う

べ
き
か
。
誓

コ
貴

。

N
g

。
凄

邑

①
鋤q
§

σq

量

塁

琴

ω
0
7
①
コ

↓
冨

o
ユ
Φ
α
Φ
「
0
8

や
色
け①
口
じロ
仁
o
冨

巴
ε

コ
αq

(前

掲

)
、

四

「
頁

。

(
6
)

岡
本
愛
次

、
動
態
論
者

と
し

て
の

ス
ガ

ン
ッ

ィ
よ

(彦

根
論
叢

、
第
、
ハ
・
蕃

充

尭

年
・
六

三
⊥

ハ
八
頁

所
収
)
・
六
八
頁
・

ま
た
・
馬

場

教
授

は
、
喬

・
㎜
」
勘

定

の
説

明

に
お

い

て
、
ワ
ル
プ
計
算
欝

を
先
取

り
し

た
徹
底

し
た
収
入

支
出
計
籠

造
が

こ

こ
に
示

さ
れ

て
い
る
と

い
.つ
・

馬
場
克
三
、
会
計
理
論

の
基
本
問
題
、
森
山
書
店

一
九
七
五
年
、
六
六
頁
。

ノヘ ノへ

1815
))

(((((

13111087
)))))

岡

本
愛
次
、
動

態
論
者

と
し

て
の

ス
ガ

ン
ツ
ィ
ー

二

(
前
掲
誌
所
収

)
、

六
八
頁
。

(
9
)

ω
-q
印
訂
N
一コ
茎

g
Φ
憎Φ
山
藝

ω
§

ぎ

g

§

乙

・
量

§

しd
套

翼

藷

(抽剛
掲
誌

所
収
)
・

二
三
六

-

二
三
七
頁
・

ω
σq
ロ
訂
N
一コ
お

N
¢
憎
。
§

巳
Φ

・-
藷

α
聲

婁

ω
量

蚕

↓
ぎ

「
竃

①
「
§

翼

Φ
二

ζ
.
び
翼

壽

(前
掲
)
・

三

頁

・

(
21
)

ω
-q
騨
コ
N
一跡
8

N
駕
『
。
『
億
鼠

同韓

邑

Φ
幕

山
雲

…
葺

ぎ

§

量

§

艮

Φ
二

§

琶

§

。q

(前
掲

)
・

ご

一頁
・

(
M
)

・,
-q
山
討
N
一コ
お

N
¢
憎
。
N
ニ
コ
α
琶

曼

・
尾

・
量

ω
。
ぴ
①
昌

ぎ

§

Φ
乙

§

器

コ
。u
。
。
壼

ぎ

αq

(前
掲

)
・

二
九
頁
・

(
61
)
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g

ω
・q
鋤
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N
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陣b

N
自
N
2

邑

馨

曼

Φ
基

崇

一
葺

・
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ぎ
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α
§

①
ぎ

島

§

藝

壽

(
前
掲
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・

三

頁
・

ω
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口
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一質
;

N
¢
『
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H二
師
良
Φ

・・
ロ
鵠
-・
量

垂

・・
脅

曇

↓
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・
箒

量

§

艮

Φ
島

仁
。
穿

鋤
套

。・

(前
掲
×

三

∴
三

一貢

お
よ
び
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ω
αq
量
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曽
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』

奮

景

け葺

Φ
ぎ

堅

α
・
乙

§

Φ
一雪

じd
套

藝

藷

(前

掲
誌
所
収

)
、

三

〇

.
-
.
三

頁
。

(
p
)

ぎ

再

国
.喜

曇

「
鋤
α・
≧

b。
弩

§

邑

Φ
=

Φ
山
霧

・
彗

切
蚤

藝

仁
コ
・・
ω
,壽

Φ
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『
一Φ
(前
掲

誌
所
収
)
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七
七
、頁
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2・
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誓
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ζ
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弩

§

邑
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四
霧
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ξ

。d
尋
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コ
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ω
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Φ
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一Φ
(
前
掲
誌
所

収
)
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七

四
頁
。

(
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仁
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Φ
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掲
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掲
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よ
び
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§

日
蕾

芭

Φ
巳

。
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琶
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§

藝
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コ
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掲
誌
所
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ゴ
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乙
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星
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コ
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掲
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養

葺

ρ

N
仁
う

=
づ
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憂

曼

Φ
ー

霧

・
ゴ
Φ
…

8

監

匿

§

器

」
しu
信
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喜

・。
百

コ
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(前

掲
)
、
四
.、.--
四
四
頁

(傍
占
州
.
鉤

括
弧
ー

奥
山
)
。

(
3・
)

。・
αq
§

三
b

穿

含

コ
量

壽

量

「
Φ
巴
霧

・
ゴ
・
コ

ぎ

g

①
α
Φ
乙

・
も
艮

①
コ
。d
=
。
喜

餌
=
=
コ
ーq

(
前

掲

)
、

四
、二
頁

.

(
訓
)

(
32
)

(
お
)

。・
σq
き

N
昼

ρ

N
霞

。
毒

舞

壽

。
Φ
『
塁

陣ω
雪

Φ
…

8

忌

二
興

α
§

Φ
=
Φ
コ
切
¢
。
ゴ
ゴ
餌
一言

・q
(
前
掲
)
、

四
四
頁

.

(
43
)

誓

量

。
.
腎

ぎ

コ
量

藷

ぎ

婁

二
ω
6
ゴ
・
葺

8

甕

・
§

塁

Φ
諮
切
§

ゴ
・
=
=
コ
・・
(
前
掲
)
、
四
四
夏

鉤
括
弧

奥

山
)
。

(
35
)

ω
σq
爵

巳
b

N
霞

ぎ

。
量

藷

α
Φ
ー

霧

・
7
Φ
曇

8

ユ
Φ
量

α
§

Φ
蚕

-け
套

ゴ
④
巨

コ
・-
(
前
掲
)
、
三
八
.臭

傍
占
丁

奥
山

)
.

(
36
)

(
73
)

ω
鵬
慧

三
b

N
目

。
彗

量

藷

。
霞

Φ
量

一ω
量

ぎ

g

§

§

罵

一捗Φ
コ
しu
¢
。
ぎ

一ε
・
-q

(前
掲
)
、

四
三
頁

。

(
38
)

。・
αq
§

旦

ρ

N
言

ヨ

。
量

壽

量

塁

箒

・
ゴ
Φ
…

§

§

§

℃
艮

Φ
・
。d
¢
。
喜

印
百

コ
・q
(
前
掲
)
、
四
四
.頁
。

ス
ガ

ン

ツ
ィ
ー

二

に
よ
れ
ば
・
「統
制
」
高

様
に

「計
篁

に
も
技
術
的
な
も
の
と
讐

的
な
も

の
と
が
あ
る
。
雲

力
技
術
的
…
算

で
あ
り
、
後
者
力
経
済
的
馨

で
あ
る
・
こ
の
技
術
的
計
算
と
は
・
籍

毒

詳

算
、
確
率
計
算

で
あ
る
。
ま
た
、
厳
密
な
血日心味

で
の
経
済
的
計
算
と
は
、
経
済
的
価
値
量

の
計
算

で
あ
る
・
そ
し
て
・
前
者
は
後
者

の
欠
く
べ
か

b
ざ
る
補
助
領
域
と
し
て
優

付
け
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
彼
は
厳
密
な
意
味

で
の
経
済
的
計
算

に
対
し
て
・
(広
義

の
)
経
済
的
輩

に
も
痩

し
て
い
る
。
こ
の

(広
義
の
)
経
済
的
計
算

は
、
第

一
次
的
葺

と
第
二
次
的
計
算
と
か
.り
成
り
、
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前
者

の
大
部
分
は
技
術
的
計
算

で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
第

一
次
的
計
算
に
は
、
常

に
全
く
単
純
な
計
算
し
か
必
要
と
し
な
い
個
別
化
さ
れ
た
単
純
行

為

(売
買

.
貸
借
そ
れ
自
体
)
に
適
用
さ
れ
る
単
純
計
算
と
、
複
合
す
る
行
為

(例
え
ば
、
手
数
料

逮

賃

・
保
険
料
を
含
む
曹

…
の
仕
入
な
ど
)
に

適
用
さ
れ
る
複
合
計
算
と
が
あ
る
。
ま
た
、
第

二
次
的
計
算

に
は
、
増
加

・
減
少
な
る
作
用
を
齎
す
行
為
に
よ
る
、
そ
の
作
用
を
確
定
す
る
関
係
計
算

と
、
個
々
の
関
係
計
算
を

一
つ
の
緊
密
な
る
体
系
に
纏
め
る
体
系
的
計
算
と
が
あ
る
。
彼
は
、
複
式
簿
記
が
体
系
的
計
算

そ
の
も
の
で
は
な

い
が
、
体

系
的
計
算

の

走

方
法
で
あ
る
と
U

つ
。
の
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掲
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(
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掲
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剛審

コ

しd
琴

喜

巴

ε
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掲
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頁
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山
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N
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§

色
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・・
嬬
邑

震

婁

ω脅

§

屋

㊦
§

量

§

翼

①
島

§

ゴ
き

曇

前
掲
)、
四
七
頁
・
ま
た
・
黒
澤
教
授

は
、
}」
の
点

に
着
n
し
て
実
体
的
栞

勘
定
、
計
算
的
資
本
勘
定
な
る
勘
定
分
類
を
毒

し

て
い
る
。
黒
澤
清
、
簿
記
原
理

森
山
書
店

冗

四
九

年

、

一
九

五

.頁
。

(
弱
)
岩

田
巌
、
利

潤
計
算

原
理
、
同
文
舘

充

五
六
年

、
四
、...頁
。
因

に
岩

田
教

授

は
、
「
簿

記

は
計
算

と
計
算

の
照
合

に
よ

っ
て
・
記
録
計
算

の
正

確

性

を

確

保

し

よ

う

と

す

る

の

で
あ

る

」

(
同

書

、、
、.頁

)

と

い
う

。

し

か

し

、

ス
ガ

ン

ツ

ィ

ー

二
に

あ

っ
て

は
統

制

が

考

慮

さ

れ

る

こ
と

に

よ

り

、

そ

の
よ

う

に

は
観

な

い

の

で
あ

る
。

(
罫
)

山
、卜
勝
治
、
。ソ

レ
ン

・
ザ
イ

ン
構
造

と
し

て
の
企
業
会
計

(
企
業
会

計
、
第
六

巻
第

九
号

、

充

五

四
年

・
.⊥

責

所
収
)

=

頁

・

(
84
)

ω
αq
鋤
口
N
一=
お

N
篇
『
。
『
仁
コ
α
㎞韓

曼

震

Φ
山
蓉

・・
。
げ
9

↓
ぎ

ユ
§

乙

§

・
ぎ

・
しu
蚤

藝

謹

(
前
掲
)
・
四
六
一頁
・

こ
の

こ
と

に
関

し
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て
・
黒
澤
教
授
は
・
次

の
如
く
い
う
。

い
わ
く
、
贅

本
金
勘
定
及
び
こ
の
勘
定

に
従
属
す
る

一
切

の
勘
定

は
集
合
損
益
勘
定
、
開
始
残
高
勘
定
、
決

算
残
高
勘
定
等
と
共

に
・
実
体
的
勘
定

の
価
値
移
転
の
結
果
を
綜
合
し
て
経
営

の
成
果
を
測
定
す
る
た
め
に
設
け
・り
れ
た
計
算
的
設
備
、
即
ち
補
助
的

勘
定

に
他
な
ら
な
い
・
(中
略
)
勘
定
理
論

は
、
実
体
的
勘
定

の
上
に
重
点
を
置
い
て
構
成
せ
・り
れ
な
け
れ
ば
な

り
ぬ
と
思
ふ
。
L
(黒
澤
清
、
簿
記
原

理

(
前

掲

)
、

一
九

三

頁

)
。

(
94
)

ω
αq
餌
コ
N
葺

ρ

N
霞

ぎ

コ
・
譲

§

。・
α
象

婁

ω
爵

7
9

ぎ

g

①
悉

§

翼

Φ
訂
bd
⊆
。
喜

鋤
=
仁
口
・,
(
前
掲
)
、

三
〇
頁
。

(
5・
)

。・
αq
帥
。
N
葺

ρ

N
績

曾

。
鼠

琶

αq
α
Φ
墓

巴
霧

・
げ
Φ
づ
↓
ぎ

ユ
①
量

§

翼

Φ
・
曽

。
喜

ゆ
=
¢
コ
・q
(
前
掲
)
、

二
九
頁
。

(
51

)

Q。
ひq
き

N
一
コ
一'
O

N
霞

O

「
嬬
コ
α
一Φ
ひq
=
コ
αq

O
2

「
$

一
一。・
酢
冨
0
7
Φ
コ

↓
ゴ
Φ
o
ユ
。

α
Φ
「

α
o
O
O
Φ
一
↓
Φ
コ

ロロ
=
。
ゴ
ゴ
帥
=
ロ
コ
σq

(
前

掲

)
、

四

三

頁

。

(
駆
)

誓

。
量

ρ

N
ξ

曾

づ
舞

藷

悉

塁

葺

・
ゴ
①
・
ぎ

g

Φ
量

§

星

Φ
コ
b。
§

藝

藷

(前
掲
)、
四
三
夏

鉤
括
弧
奥

山
)。

(35
)

ω
αq
慧

三
b

N
霞

。
≡
・
鼠

藷

量

歪

冨

。
7
Φ
島

ぎ

冨

璋

§

婁

①・
じu
亡
。
喜

餌
犀
己
コ
・・
(前
掲
)
、
四
四
頁
。

(騒
)
(
茄
)
(
56
)

誓

コ
量

ρ

g
窪

巴
霧

g

Φ
↓
ぎ

「一Φ
冒

§

艮

Φ島

§

藍

睡¢
コ
・・

(前
掲
誌
所
収
)、
.
6

九
頁
。

(
57
)

馬
場
克

三
、
会
計

理
論

の
基
本

問
題

(
前
掲
)
、
六

一一「

六

四
頁
。

(
85
)

奥
山

茂
・
ド
イ

ツ
簿

記
理
論

に
お

け
る

「
複

式
簿
記

」
観

(
.
、)

ニ

ッ
ク

リ

・
シ

、

…
栞

記
録
L
目
的
観

に
よ
る
説
明

(商

経
論
叢
、

第

二

六

巻

第

、.∵

四
号

一
九

九

一
年

、

一
.一.
五

-

一
八

五

頁

所

収

)
、

、
七

七

頁

。


